
国立国語研究所学術情報リポジトリ

鶴岡方言の記述的研究 : 第3次鶴岡調査 報告 1

言語: Japanese

出版者: 国立国語研究所

公開日: 2016-06-15

キーワード: 

作成者: 国立国語研究所, The National Language

Research Institute

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00001352URL



国立国語研究所報告109－1

　　第3次鶴岡調査報告1

国立国語研究所

　　1994



国立国語研究所報告109－！

鶴岡方蕎の記述的研究

　　　　第3次鶴岡調査報告l

　　　　　A　Descriptive　Study　of　the　Tumoka　Dialect

　　－The　Third　Language　Survey　in　Turuoka　City，　the　l　st　Report一

国立国語研究所

　　　　　1994



刊行のことば
　国立国語研究所は創立以来，国民の言語生活の実態を知るための調査研究

；を全国各地で実施している。その一環として，昭和25年度と昭和46年度の2

度にわたり，山形桑鶴岡市において言語生活の実態調査を行った。その結果

は，国立国語研究所報告5『地域社会の言語生活一鶴岡市における実態調

査一3，および報告52『地域社会の言語生活一鶴岡市における20年前

との比較一』（昭和28年，昭和49無，秀英出版刊）として発表している。

　その後20年の時を経過した現在，経年的変化を記述しさらに今後の変化を

予測するために，第3回目の調査を企画したところ，幸いに課題名［地域社会

の言語生活一鶴岡市における戦後の変化一」（代表者江川清）として文

部省科学研究費補助金総合研究（A）の交付を受けることが出来た。第3次調

査では種々の観点から複数の調査が企画実施されたが，今回の報告書で取り

上げるのは，伝統的な鶴岡方言の記述に蘭するものである。

　この調査は，團立国語研究所の所員をはじめ多くの研究者の参加を得て，共

同で行われた。この報告書は，参加者中の，国立国語研究所情報資料研究部長

江川清，同言語変化研究部第一研究室　大西拓一郎，および東京女子大学

佐藤亮一教授，東京外国語大学　井上史雄教授，広島文教女子大学　新田哲

夫助教授，京都外国語大学　渋谷勝己助教授，東京都立大学　篠崎晃一助教

授が分担執筆した。

　この種の調査は言うまでもなく，現地の方々の熱意ある協力がなければ完

成しないものである。前回，前々回同様，今回も鶴岡市役所，岡教育委員会，お

よび市立図書館関係者等の非常なご協力をいただいた。また，被調査者の方

々には，お忙しい中この調査のために多くの時間を費やしていただいた。

　これらのご厚意に対して，謹んでお礼を申し上げる次第である。

　　平成6年7月

国立国語研究所長　水谷 修
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　　　　　　　9　章

鶴岡方言の記述的研究の概要

　1．鶴岡方言記述調査の目的・経緯

　　　　　　江川　　清・大西拓一郎

　2．鶴岡方言の位置　　井上史雄
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1　鶴岡方言の記述的研究の概要　　9

1．　鶴岡方言記述調査の目的・経緯

1．1．　自的と意義

　国立国語研究所では，山形票鶴岡市において，昭和25年以来，約2G年磁心で

社会調査を実施してきた。そのおもな鰹的は，戦後半世紀にわたる急激な社

会変化の中で方言が共通語化していく過程について，その実態や社会的な要

因を明らかにしょうとするところにある。ところで，方言の共通語化と言っ

た場合，その変化のもとになる伝統的な方言の詳しい記述が必要である。そ

のような要請から，昭和25年の第1回目の調査（第1次調査）においては，鶴岡

市ならびに周辺地域の方言の特徴についての調査が実施された。その結果

は，第1次調査の報告書の中で「鶴岡方言の特徴」として報告している（国立国

語研究所（1953））。この報告の中の，特に方言体系の記述に関しては，さらに

詳しいデータなど求められる点があると考えられる。また，その後頼40年が

経過し，学界全体の学問的進歩の中で，方法的にさらに深めるべき点も見出さ

れる。さらに，昭和47年の第2回目の調査（第2次調査）結果（国立国語研究所

（1974））を冤てもわかるように，かなりのスピードで共通語化は進んでおり，

それからさらに20年を経た第3回目の調査（第3次調査）が，伝統的な方言を

調査できる最後の機会と考えられた。そこで，今回，共通語化の問題をとらえ

るにあたって根本となる伝統的な方言の記述をもう一度実施することにした。

ゆえにその目的は，現時点で求め得るもっとも伝統的な方言の記述にある。

そして，同時にそれは，現在の学界の要請に応えられる方法に裏打ちされたも

のであることが必要である。この実行は，単に共通語化以前の古い方言の記

録ということを越えて，方言学における記述的硬究という分野の進展に寄与

するものと考えられるし，関連分野に対しても具体的なデータに裏付けられ

た理論の実証として，成果の活用が期待される。後述のとおり，調査の組織に

加わったメンバーの中に方言学を専門とする研究者が加わっていた。そのメ

ンバーで方言記述班（以下，記述班）を組織し，面内でバランスをとりながら，
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それぞれの研究者の関心に従って，記述の対象となる分野を定め調査を実施

した。

1．2．調査の組織

　この調査は，主として，文部雀科学研究費補助金，総合硬究（A）「地域社会の

言語生活一鶴岡市における戦後の変化一」（課題番号03301G60，平成3～4年

度）によるものである。

　この研究の串請段階からの研究代表者は江州清（国立国語研究所情報資料

研究部長）であり，研究分握者として，米園正人，熊谷康雄，杉戸清樹，尾崎喜

光，相澤正夫，井上優，大西拓一郎，前川喜久雄（以上国立国語研究藤），真田信

治（大阪大学），水野義道（京都工業繊維大学），加藤和男（金沢大学），佐藤和之

（弘前大学），井上史雄（東京外国語大学），今石元久（広島女子大学），佐藤亮一

（フェリス女学院大学），高田誠（筑波大学），渋谷勝己（大阪大学）が，硬鋼協力

者として，横山詔一一，伊藤雅光，池田恵理子，礒部よし子，辻野都喜江，塚田実知

代，白沢宏枝，米田純子（以上国立国語研究駈），金沢裕之（岡由大学），沢木幹栄

（直轄大学），篠崎晃一（東京都立大学），鈴木敏昭（富山大学），新田哲夫（広島

文教女子大学），吉岡泰夫（熊本短期大学），堀司朗（鶴岡甫図書館），早野慎吾

（上智大学大学院）が加わり役割を幽霊した（所属は平成4庫度）。

　以上のうち，記述班に加わって面接調査と分析を実施したのは，大西拓一

郎，井上史雄，佐藤亮一，渋谷勝己，篠崎晃一，新田哲夫の6名である。本報告

書は，おもにこの6名の執筆になる。その他，前川喜久雄は談話資料の収録を

行ったが，平成5年度にアメリカへ出張し，その資料を活かすにはいたらず，

また，分析に加わることもできなかった。

　調査金般の指揮にあたっては，米細正人が主として行い，後述する補充調

査，記述班会議（検討会）の開催にあたっての事務処理も務めた。また，大西拓

一郎は記述班のとりまとめ役を務めた。

　以下，特に断らない限り，記述班が行ったことがらについて述べる。



1　鶴閾方言の記述的研究の概要　　刀

1．3．方法

　まず，記述班の内部において，記述する分野の決定を行った。分野を考慮す

るにあたっては，共通語化以前の伝統的方言の姿を求めその体系を記述する

という目的や，言語体系として当該方言をとらえるにあたっての全体におけ

るバランスなどと同時に，社会調査で扱われている共通語化項目の位置付け

と社会調査の分析時への活用といった社会調査との有機的関連を配慮した。

さらに，当該地域の従来の研究の状況，ならびに学界の研究二二なども念頭に

置いた。また，当然のことながら，記述班に加わったメンバーの専門領域，関

心のありかたなども配慮した。こうした中から，おおまかに，音韻（井上史

雄），アクセント（新田哲夫），活用（大西tE　一一郎），テンス・アスペクト（渋谷勝

己），助詞（佐藤亮一），語彙・語法（三二晃一）のように分野を決定した。

　調査は，後述の被調査者のところへ出向く，個別面接調査法によった。ま

た，井上は鶴岡出身のネイティブスピーカであり，記述にあたっては，みずか

らの内省をかなり活かしている。また，その点で，他の班員の調査結果や記述

内容についてネイティブの立場からチェックし，問題点についてアドバイス

を行う役割も果たすこととなった。具体的な調査の内容や方法は担当分野に

より異なり，それぞれの報告の中で述べられている。いずれにせよ，与えられ

た課題は，各班員の専門分野にかなり近く，事前に問題点の整理などを行った

上で調査に臨み，新たに発見されたことがらなどに対しては臨機応変に対応

した。

　このようにして，面接調査を行って得られた結果を，握当分野ごとに体系的

に整理して記述したものが本報告書である。それゆえ，この報告書の内容は，

各担当者にゆだねられる部分が大きい。全体に関わる問題点（例えば記述結

果のくいちがいの一回分）の整理などは1章2．で述べることになる。また，そ

れぞれの記述で残された課題の整理や展望といったことも各章で述べること

になる。
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1．4．被調査者

　被調査者の選定にあたっては，協力者の堀司朗氏（第2次調査のサンプリン

グの際から世話になっている鶴岡高言図書館職員）にお願いした。堀残の目

から見て，比較的鶴岡方言の話者として適当と考えられ，同時に記述調査のよ

うにやや時聞がかかる調査にも協力してもらえそうな身近な方を紹介しても

らった。このような手立てで被調査者にあたる方法が適切であるかどうかは

議論のあるところかもしれない。例えば，社会調査の被調査者の中から伝統

的方言をよく用いていると判断される論調聾者を追跡することもひとつの方

法かと考えられる。しかしながら，そうしてあたったところで，その被調査者

が本当に鶴岡方言の話者として適当であるかどうかの判断は，結果次第であ

ろう。また，社会調査での再調査者と調査者の接触時間は限られたものであ

り，その結果だけから，記述調査のようなややもすれば長時間を要する調査に

適しているかどうかといったようなパーソナリティーに関わる覇断は難しい

と考えられる。

　結果的には，本報告書から判断されるとおり，堀氏の紹介による被調査者は

記述調査の対象として特に問題はなかったようである。ここに堀氏より紹介

を受け，本報告書の記述の対象となった被調査者の氏名（敬称略，50音順）と

読み，ならびに被調査者として扱われている章を列挙する。

　　小野寺　茂（おのでらしげる）………遜章

　　小野寺忠雄（おのでらただお）………V章

　　小野寺秀子（おのでらひでこ）………亜章

　　工藤喜美子（くどうきみこ）…………V章

　　佐藤綾子（さとうあやこ）……………IV章

　　佐藤久治（さとうきゅうじ）…………W章

　　佐藤治助（さとうじすけ）……………W章

　　菅　靖治（すげせいじ）………………W章

　　紐村和子（たむらかずこ）……………VI章・W章



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　鶴岡方言の記述的研究の概要　　i3

　　富樫善治（とがしぜんじ）……………月琴

　なお，本報告書の中では，被調査者を「話者」として述べることもある。意味

は同じである（それほどの多人数を対象とせず，ある方雷の代表的な話し手と

みなした上で調査の対象とするような記述的研究の中では，後者のように呼

ぶことが普通である）。これらの話者の属性については，各章を参照のこと。

1．5．調査の実施

　調査は主として，第3次調査の2年目の期間申（1992年11月18日～25日）に

行った。2年目も社会調査が継続中であり，記述班員も社会調査に加わって

おり，その合間を見ては記述調査を実行した。そして，結果的にはこの期間中

では11月22日～24臼に記述調査が集申することになった。

　鶴岡に出向く事前に，華氏より紹介を受けた各話者に，調査の趣旨などを記

した文書を郵送した。そして，鶴岡に鋼着してから11月18霞と19日に，まず，

大西が各話者を訪問し，調査の趣旨を再度説明し，ある程度の話者の属性，な

らびに調査につきあってもらえる空き時間などを尋ねて回った。その中で話

者の話しぶりなどを観察した。そこで得られた感触をもとに，大西の「勘」の

ようなもので，それぞれの話者を各分野を担当する記述班員に振り分けた。

それからは各記述班員が話者に接触をとり，日程などの調整を行った。

　上述のとおり，社会調査と並行して行ったために記述調査に時間が充分に

はとれないことがあった。また，調査というものには一般にそのようなこと

はあるのだろうが，調査後に疑問が生じたり，さらに知りたいことが発生する

ようなことがあった。

　多人数を対象とする社会調査とは異なり，記述調査の場合は補充・追跡が容

易である。そこで，国立国語研究所の庁費を活用して補充調査にでかけた。

ゆえに，記述調査においては第3次調査の社会調査の期間からはずれる時期

に調査を実行していることがあるが，それはこのような事情があったからで

ある。詳しい調査の時期などについては，各章で述べているので参照のこと。
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1．6．　調査結果の分析と討議

　調査結果の分析は，各担当者にかなり任せられることとなったが，決してそ

れぞれが勝手に，ばらばらに行ったわけではない。記述班員全員が集まった

検討会での討議を通して，記述内容を，方法も含めて，検討し合った。その際

に，上述のとおり井上がネイティブの立場からチェックやアドバイスを行っ

た。

　社会調査の期間中に行った調査の結果については，その期間中に中間報告

会の形で検討会を宿の一室で開き，それまでに得られた結果を持ち寄って，検

討し合った。その検討内容を盛り込みながら，期聞中に再度調査に出かけた。

　翌，平成5年目5月10Hに平成5年度の第1回検討会を国立国語研＝究所で

開催した。ここでは，記述内容ならびに進捗状況の確認や報告，表記などで統

一をはかるべき事項の検討，本報告書刊行までのスケジュールの策定を行っ

た。

　平成5年9月18日半ら19日にかけて，第2回検討会を国立国語研究所で開

催した。この期間中の18日は国立国語研究所関係者に公開しての中間報告会

とし，各記述班員の分析結果を報告した。このようにして，班員ならびに科研

費の分担者・協力者以外からもある程度広く意見を聴く機会を設けた。翌19

日は骨内の検討会として，執筆にあたっての統一事項やスケジュールの確認

などを行った。

　平成6年1月22日から23日にかけて，第3回（最終）検討会を国立国語研究

所で開催した。事前に，ほぼ最終原稿となるものを記述班員同志で郵送し合

い，それを読んだ上で，さらに問題となることがらについて指摘し合い，検討

した。そして，こまごまとした書式の統一などについて決定し，最終原稿の執

筆にとりかかった。

　上記のような経緯を経て，本報告書はできあがった。H章以降は各挺当者

が1章ずつ受け持って，各分野の記述を行っている。次に，各章の記述分野と

執筆者，ならびに現在の所属を記す。
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　　■章：音韻，井上史雄（東京外国語大学）

　　蟹章：アクセント，新田哲夫（広島文教女子大学）

　　W章：用言の活用，大西拓一・郎（国立国語研究所）

　　V章：テンス・アスペクト，渋谷勝己（京都外国語大学）

　　W章：助詞「さ」，佐藤亮一（東京女子大学）

　　VII章：授受表現篠崎晃一一（東京都立大学）

　具体的な記述内容に相当するH章以降は，各署：の独立性がかなり高く，いわ

ば論文集としての性格を持っていることは確かである。しかしながら，それ

ぞれの執筆者がばらばらの行動をとった上での結果でないことは，ここまで

述べてきたことで明らかであろう。記述班内でかなり綿密に検討会を実行

し，同時にM究所内に公開した報告会も開催することにより，「ひとりよがり」

な記述内容になることも抑えられたと考えられる。国立国語硬究所の旗印と

もいえる「共同研究」をどのようにとらえるか，ということとも関わるが，この

ようなスタイルも一種の共同研究である。社会調査ほど大規模ではないよう

に思われるかもしれないが，調査の準備から執筆の終了までに費やした延べ

人日数は計算してみれば，意外に相当なものにのぼるはずである。

　なお，野立国語研究所の方言の記述子研究に主隈を置いた報告書としては，

国立国語研究所（1959）があるが，一地点の伝統的方言を集中的に記述した報

告書は本報告書の他にはない。

　以上，1章｛，では本報告書のもとになる調査の目的，調査結果の分析・検討

の経緯などについて述べた。対象とした鶴岡（市）方言の研究史などに基づく

概要については，以下1章2．に述べる。



　！ff
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2．　鶴岡方言の位置

2．1．　概要・研究史

　ここでは，現在の鶴岡方言の位置づけについて記述する。本書の音韻・アク

セント・文法・語彙などの記述の基盤として，地域差や共通語の影響などを明

らかにするのが一つの目的である。以下のように鶴岡旧市内と新市内とで音

韻・文法・語彙・敬語などについていくばくかの違いがある。本書では新騒の

市内の記述が入りまじっているので，区別する必要があるときは，旧市内のも

のを駒岡方琶」（または「鶴岡弁」），新市内（も含んだ）のを「鶴岡市方言」と呼

び分ける。

　鶴岡方書については，江戸時代以来各種の記述・記録がある。昭和以降は，

特に斎藤秀一が多数の論文を執筆した。平成に入ってからも，方言集などが

世に出ている。これらをもとに（現代の世代差も加味し）200年近くにわたる

歴史的変化を論じることも可能である。文献目録は，日本方書研究会（1990）

に収録されている。

2．2．　鶴澗方雷の地理的位置

　まず鶴岡方言を全体として方言区画という地理的観点から位置づけてみる。

　鶴岡方言は，方言学的には，日本語本土方言の，東部方言に属する。主に音

韻を手がかりに，東部方言の中で「東菰方言（または奥羽激雷）」に区画される。

単語アクセントの高低の区別があって，いわゆる一型（無）アクセントでない

点で，その中の「北奥（ほくおう）方言」に入れられる。南奥方言とk奥方言の

境界は山形県内を通る。

　山形票の方言は，内陸と庄内の対立意識が強いが，内陸の大部分は無アクセ

ントで，南奥方言に入れられる。庄内（と最上地方）は東京式（乙種）アクセン

トを持ち、北奥方書に入る。ことばの対立意識は，明治初年に，出羽国が羽
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前・羽後二つに分けられ，羽前の大部分が山形県にまとめられたことで強めら

れた。庄内の役人・官僚が内陸出身であることも対立意識をかきたてたらし

い。庄内からの交通路も，内陸と分かれる。江戸時代にはH本海経由の西回

り海運が盛んで，直接上方に結びついた。また東京への交通路も，上越新幹線

以前から羽越線経由で，新潟集を通る。『日本言語地図』で照々の単語の分

布をみても，庄内地方は，新潟県から秋田県にかけての日本海翻の「方響分派」

を示すことが多い。

　対立意識があるにもかかわらず，実際に方言調査資料を分析してみると，庄

内には内陸地方ことに山形市の影響が認められる。現在若い入の間に広がり

つつある方言形，「新方言」に着冒すると，内陸・山形市から鶴岡市・酒日日市への

飛び火による伝播が認められる。グロットグラム（地理×年齢図）によると，

「分からない」などラ行五段活用動詞がワガラネからワガンネへ変化しつつ

あるのなどが，その例である。さらに鶴岡ゐ第2次調査から加えられた「呉れ

る」の項目でのクレル〉クエル〉ケルという変化も，内陸からの影響を反映す

ると思われる。また最近鶴岡甫内でも，純粋の鶴岡人が「べ一」を使用するこ

とがある。かってはこの形を使うかどうかが，内陸か庄内かの重要なカギだ

ったが，やはり，内陸の影響が及んだものと考えられる。「ベー」の普及には，

用法の単純化が起こって，ヨカンベーでなくイーべのようになり，動詞・形容

詞・（名詞＋）助動詞ダの終止形にそのままベーが接続するようになって使い

やすくなったことも，働いている。

　内陸との方書対立が圧倒的に大きいために，庄内方言を一体化して扱うこ

とが多いが，庄内にも内部の差があって，いくつかに区画することが可能であ

る。まず庄内南端の大鳥方書は，音韻的に言語島をなし，他の東北方言と違う

（艸上（1974））。言語的には山形県の方言を，大鳥／他の庄内／内陸と，3難し

てもいいほどである。大鳥以外の庄内地方は，ほぼ最上川を境に，南北に分け

られる。民衆の地域区分意識でもr川北」「川南」に分けている。

　ただし，実際に言語地理学的分布を調査してみると，庄内を南北に分ける境

界線は，最上川ではなく，もっと南で，ちょうど鶴岡／酒田の買い物圏（商圏）
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の境界に一致する。この地域のグロットグラムによれば，昭和になってから

酒田の商圏が拡大するのに伴って，平野のまっただなかの境界線上の集落の

若い世代が酒題の文法形式を使うようになった例さえある。

　庄内全体でみると，南北差は文法と語黎の差で目だつ。北の酒囹と南の鶴

岡でことばが違うことは，両都市のことばに接した経験のある人ならすぐに

気づくし，実例もたちどころにあげることができる。しかし，普通の人はこの

ほぼ同規模の複眼都市の一方で用がすむので，両都市のことばに接すること

が少ない。また文法現象はあまりにも使硝頻度数が大きいためによく耳にし

て，地理的背：景があることに思い至らない。こうして，庄内方言の南北差より

は，「庄内弁」の一体性が民衆の常識になっている。

　南北差を示す文法現象の代表は，語中のり・レがダ行・ナ行に続くときの発

音の変化である。pa　1の庄内方言地図参照。「取られた・うなされた」などは，

鶴岡を含む南では一エダになるが，酒田を含む北では一ッダになる。また「借

りた・枯れた」が南ではカリダ・カレダだが，北ではともにカッダになる。

　またミッダ（見ている），カイッダ（書いている）などの用法や形についても

地域差がある。図3～8以下参照。この図は，図2に○印で示した：S字また

は逆Z字型に並ぶ集落で，！0，30，50，79代目話者に面接して得たデータによる

（詳しくは井上（1985）参照）。左下の4入が鶴岡市家中新町，左上が酒田市，右

上は最上郡高坂右下は最上郡平日のインフォーマントである。項目は，動詞

の単なる連用形と，共通語「ている」にあたる本報告書V章でのアスペクト表

現とを，ペァで尋ねた。単なる連用形では，図7Z126「飛んだ」のように音便

によって生じたモーラ音素（特殊拍）「ン」が脱落して「トンダjのように変化す

ることがあるが，農村部の老人に多く，鶴岡・酒細市内にはみられない。また

「ている」にあたる表現では，図4Z116のカイッダ（書いている），図6Z118の

トイッダ（研いでいる）のような縮約形をとって，連胴形のカイダ・トイダと区

別しているが，図8Z127では「飛んでいる」にあたる言い方を作ろうにも「ト

ンンダ」が音韻論的に不可能なために，これを単なる連用形と区肥するため

に，トンデル・トンデダも使われる。おもに庄内地方沈部で使われる。本報告
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書W章の記述もこのような地域差の中で位置づけられるべきである。

　図9には，本報告書VI章の文法現象の中の格助詞の使用の南北差を示す。

サの用法の広がりには庄内の中でも地域差がある。鶴岡市・酒田帯の各2高

校で高校生と父母（および酒田の小学生）のアンケートを依頼した結果である。

生徒・父母を出身地によって分類した。「見に」をミサというのは，鶴岡市と田

川郡という南部に多いことが読み取れる（A＝よく使う，B篇使う，C一無記

入）。下段の高校生では使用者がやや増えている。（酒田をはじめとする北部

ではミーまたはミニ）。図は省略するが，嗣様にf強かった」で，ツエケが広が

りっつあるのは酒細，ツエッケが広がりっっあるのは鶴岡という差が，現在で

も発生しっっある。また「高く」で鶴岡はタガグ，酒田はタッゲグという違い

もあり，形容詞無活用化の程度が違うことを示す。

3　ミ　　｝サー　罵r見に（行く＞」〔HUKEI　l988）

　　　　　O　5S
TLgRUSt〈A
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　　　　s
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　　AKUM
N！RKE睡〔｝王

so

198S＞
so

100Z

　玉43

　44

　80

　17

　14
100Z

100Z

　279

　14B

　l82

　46

　44

sAKs￥eK　ss　op．　．97o

SO　10SZ
図9　ミサ
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　実例の列挙はやめるが，以上のような地域差・世代差は，鶴岡昭市内と新市

内のIH大山町との違いとしても存在するようで，本書の文法記述の中には，鶴

岡旧市内で使わないもの（少なくとも井上の知らないもの）も混じっている。

ただし井上が共通語化の影響を受けている可能性もあり，確認のためには，さ

らに広範な調査が必要である。

　なおアクセントについては，語彙調査の経験から，庄内一一円でほぼ同様と見

られる。大鳥方言のアクセントについては，平安時代のアクセントの区別と

の歴史的関係を示す「類」の分け方が，庄内一円と違うという分析があったが，

上野（1993）によって，実は庄内一・円と同じであることが確かめられた。　『現

代日本語方言大辞典』の巻頭の「調査地点図」で庄内中央部の余目のアクセン

トが「型の確定が困難」としてあるが，多分論纂の語がときに頭高に聞こえる

傾向のためだろう。地元出身者にとっては，型の聞き分けに困難はない。東

京式（乙種）アクセントの一つで，「類」の分け：方が関東・中部・中国地方の大部

分と違うだけである。

　語彙に関しては，現象の数が膨大なので，まず，全体傾向を指摘する。江戸

時代後期に記された鶴岡の方言集『浜荻』の語彙の一部をとりあげて，庄内

一一一一 otで言語地理学的調査を行った。個々の分布図はまだ一部分しか公にして

いないが，コンピュータ・データにして，多変量解析法を適用したことがある。

それによると，庄内（と新潟県北端）を南北に分ける分粒傾向と，鶴岡申心に周

圏論的分布を示す分布傾向とが，大きく現れてきた。南北に分ける細帯傾向

のうち，北の中心地は酒細である。結局，庄内地方の語彙分布は，酒煎・鶴岡と

いう複眼都市によって支配されているとみてよい。

　このコンピュータによる一般的分窃傾向は，個々の方言地図の考察とも一

致する。庄内全体への新形の発信地はまず鶴岡，次が酒懇である。また地理

的平面のみを扱ったこの分析は，その後手がけたグロットグラムでの庄内を

南北に線上に貫く地域（図2の左の実線）での地理×年齢による分布で，さら

に確実に確かめられた。鶴岡・酒田の中年層・老年層をピーークに，近郊農村に

向かってピラミッド型の伝播を示す例が（上記ワガンネ以外にも）いくつか見
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つかっている。酒田・鶴岡という地方都市は，庄内への新語の中継地と発信地

の役を果たしていたと，とらえうる。

二の文化的中心地としての鶴岡・酒田のことばの意識は，マジ（瞬）とザイゴ

（在郷）という民衆の地域区分と一致する。「在郷」ザイゴ・ゼンゴということ

ばには，庄内では差別語に近いひびきがある。しかしこの民衆の地域区公に

は，言藷的裏付けがある。かって士族・町入の佳んでいたマジのことばは，「や

さしい，上品だ」ととらえられ，農村部の「古めかしい」ことばと区別される。

商店街が戦前に成立していたようなマジは，庄内にはいくつかあるが，中でも

城下町鶴岡がことばの上品さでは筆頭だった。「殿様」はじめ士族が住んでい

たことが敬語的表現の発達に結びつき，それが方言意識に影響したのだろう。

この場合のマジは鶴岡の旧市内（ことに商店街）である。

　なお，江戸時代の鶴岡の方言集『浜荻』の所収語形を一番多く残している

のは，庄内南東の山面部の集落だった。これは，庄内方言での会語文を多く含

んだ「郷土本」にも，反映している。江戸時代後期の方言会話の文法・語彙を分

析してみると，現在の鶴岡方言ではなくなっているが，かって山間部の老人・

老女から聞いた覚えのある言い方が多く出てくる。庄内地方における鶴岡か

ら数十キロという地理的へだたりは，百数ナ年という時閻的経過にほぼ比例

するとみてよい。

2．3．鶴岡市方言の地理的内部差

　鶴岡の第1次調査の行われたのは，戦後の町村合併の前だった。第2次，第

3次の調査では，学区を手がかりに第1次と同様の地域つまり旧市内を選ん

だ（小学校は第一から第五まで，のちに第六小分離，中学校は一中から三申ま

で）。ただし，かっての郊外の田面が住宅地になったので，調査地域の住居の

範囲は広がった。

　鶴貿のIff市内と新市内のことばの違いは，音韻・文法・語彙・敬語など，広範

にみられる。なお鶴岡新市にかなり遅れて合併になった旧大山町は，古い城
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下町で，天領になったこともあり，酒造業者も多く，裕福な町であった。その

近在の農村は，大山町そのものと違った点もあり，鶴岡旧市内とことばが違う。

W章の記述ではそこを対象にしたので，鶴岡旧市内では使わない言い方が出

てくる。ただしその多くは，改新・共通語化を受ける以前の古い言い方なの

で，共通語化以前の純粋の方言を記録したいという要求にはかなう。鶴岡共

通語化調査の途中で気づいたことだが，シス，チツ，ジズの区瑚のないいわゆ

る一つ仮名（ズーズ一部）の持ち主は，近郊の生育で，成人後鶴岡IM市内に住み

ついた人たちだった。鶴岡の老人層では，生育地による音韻体系の違いがあ

ると分かったが，この点は，もっと大量のデータで実証できる。国立国語研究

所の鶴岡調査と同様な項目で，鶴岡市南部の外内島（とのじま）と櫛引町山添

（やまそえ）地区で住畏全員の調査を2度にわたって行った。その調査結果に

よると，市街地と農村部との顕著な違いが見られた。典型は図10のグラフの

敬語にみられる。鶴岡市共通語化調査と近郊櫛引町山添・鶴岡市外内島（との

じま）の調査結果を1枚のグラフにまとめたものだが，校長に向かって「書い

たのか」と尋ねるときの敬語が，鶴岡市と頂載地区とでまったく違う。鶴岡で

は丁寧語デスと尊敬語オカキエナッタをかなり使うが，山添では了寧語をや

や使うのみで，尊敬語を使う人は2◎代にわずかにいるくらいである。なお「書

いた」の部分も鶴岡駅内ではカイダだが山添地区にはケーダというアイ連母

音の融合があるなど，文法，形態音韻論にも違いがある。ただし，山添の若者

は鶴岡に通勤するものもあり，鶴岡と似た傾向を示す。地元の者にとっては，

日頃から感じていた違いが，グラフで表されたわけである。

　さらに鶴岡旧市内にも様々な地域差がみられる。庄内を南北に貫くグロッ

トグラム調査では，鶴岡旧市内の調査地点を多くとった。IH市内の内部差を

見たかったからである。gml　1のグロットグラムが典型で，鶴岡IH市内に地域

差がある（調査集落の地理的配置は図2の左の実線）。距離で1k照も離れてい

ない，家並の続く市街地でのことである。「いたずら」を表すことばをワツラ

というのは，この図では鶴終日市内の中でも主に旧鶴岡町だけである。（なお

ヂ庄内方雷地図」によると，酒弁藩の支藩のあった小さな城下町，松山陶松嶺で
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　　　　　　　　　図10　地方都電と近郊の敬語使用

もワツラを使っており，松嶺のことばには鶴岡弁が入っているという民衆の

意識には合致する（井上1981））。

　ここに図を出さないが，「メダカ」の項目でも，ウルノメというのは鶴岡旧市

内の80代の老人層だけで，メグラザッコというのは1臼鶴岡町の70代（と50代）

だけだった（中爺以下では共通語形メダカが進出して地域差が薄れている）。

この説明として学区の差が考えられる。いずれもこどもの生活ではよく出て

くる単語である。

　鶴岡のマジの中でも，別の意味の微妙なことばの違いを感じとることがで

きる。士族と商人の違いが目だつもので，戦前までは士族の老人はことに違

ったことばを使っていたという。実例をあげてもらうと，敬語に関する現象

が多い。士族の間では，対者のみならず第三者にもきちんと尊敬語を使うし，

士族の身分に応じて使い分けることもあった。最高の敬語は殿様（の子孫）に

ついて使われる。商人・職入の使う敬語はそれほど高い待遇度のものがなく，

近郊の農民の間ではほとんど無敬語の状況だったらしい。
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　学校差と結び付けて，市内の中学校を次のように特徴づけた人がいた。一

中（西部）士族，二中（北部）農民，三中（南部）商人。江戸時代から近代にかけて

の鶴岡町の職業構成をよくとらえている。京都のような古い都市でも，職業

による住み分けは明らかだが，鶴岡程度の都市規模でも明瞭である。第1次・

第2次鶴岡調査の結果も，生え抜きに限り，年齢層に分ければ，この微細な地

域差が出る可能牲がある。ただし，1990年代には，かつてのマジの外の田圃だ

ったところを埋め立てて一戸建ての新興住宅地が形成されており，住民の移

動があって，上の特徴は薄れっっある。なお新興住宅地の住罠は，IE市内の商

店街から住宅を移した人もあり，山間部・近郊の出身で便利な市内に住居を構

えた人もいる。鶴岡の住民構成とその地理的分布は，複雑になった。

　鶴岡のマジのなかのことばの違いには，いわゆる階層差・職業・学歴に基づ

くものもある。しかしこれは個人差に関わる様々な要因が働くために，また

共通語化の程度と結びつけて考えられるために，鶴岡方言自体の内部差とは

見なされないようである。

　外住歴によってことばが違う現象は，「言語形成期」以後の移住では方言習

得が扇難だというテーゼで，説明された。ただ，小学校・高校の同級生とひさ

しぶりに会ってみると，それぞれの成人以降の居住地の方言にみごとな順慈

性を示しているのに驚かされる。山形市・青森斎などのことばの調子を身に

つけて，鶴岡方言色をうすくしているのである。個人差はあるが，東北方言内

部なら新しい土地の方言に同化する現象がありそうである。

　市内のことばの内部差で一番大きいのは，実は世代差である。共通語調査

の音韻項目でも，3回の調査結果を実年令（生年）によって人々を配列してみ

ると，1950年頃の6G代から，！990年頃の10代まで，約100年にわたることばの違

いが分かる。年齢差が一番大きい。音韻については体系そのものの差として

把握できる。9章での音韻記述に際しては，共激する音韻体系をいくつかた

てて，説明してみた。
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2．4．鶴岡方言の歴史的背景

　以上，地理的な背景について述べた。しかし，鶴岡市内の地域差を微細にみ

ると，結局個人差に結びつき，しかも共通語化という歴史的過程，場面差とい

う社会言語学的な使いNけに話しが及ぶ。以下では，時間的な軸に従って，現

在の鶴岡の方醤状況をとらえてみる。

　考古学的遺物は，それ自身ではことばについて何も語らない。ただ庄内地

方では縄文遣跡は豊富だが，弥生遺跡が少ないことは，この地域における日本

語の使用が，九州などより遅かったことを暗示する。考古学的遺物は，歴史時

代以降も庄内平野の山沿いに片寄る。古い集落は平野周辺部に発達した。平

野中央部の穀倉地帯は，地名に「興屋・京田・新田」などが多く，中世後期から近

世にかけて開拓されたとされる。鶴岡も赤川旧河道を堀に利用した大宝寺城

から発展した新興の城下町だった。武藤家・最：上家の支配から，江戸沼代初期

に酒井藩となり，幕末まで改易がなかった。武士階層の移住は江戸時代初期

以降なかったわけである。しかし鶴岡の名字は戦前をみても多様で，周辺の

農山村で1集落ごとに一つの誉力な名字が占める状況と異なる。ことに武家

は各地から集まったと思われる。

　鶴岡では，城下跨ゆえに士族の使う敬語が発達をとげた。また知識層の規

範意識が強かったために，イエやシス，ジズ，チツの音韻の融合（混同）が起こ

らなかった可能性がある。鶴岡には知的な雰囲気があったと思われ，方書研

究文献が江戸時代以来現代までも刊行されている。港町，商人の街酒田で方

言礒究があまり盛んでなかったのとは対照的である。

　江戸時代以来の庄内方言の歴史を再構成してみると，江戸語が庄内に直接

入ったと思われる例もある。『浜灘所収の庄内弁「ジョナメル∬ノウテン

キ」，郷土本で使われている「ハクイ1などは，江戸でも使われていたものだろ

う。江戸への参勤交代の武士が取り入れたというルートが考えられるが，確

証はない。
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2，5．近代の変化

　鶴岡の方言は，明治以降大きな変化を経た。一つは日常の方言レベルで，県

庁所在地山形市の方言の影響を受けはじめたこと，もう一つは改まったとき

のことばのレベルで，標準語・共通語が使われはじめたことである。山形市は

じめ内陸の影響は，しかし大きくはなかった。語彙・文法の違いは依然大きい

し，アクセントも無アクセントにはなっていない。また戦前の標準語の普及

は文字・文章を通じるものが主で，アクセントに及ぶものではなかった。

　東京の話しことばの影響は，以前はそれほど大きくなかったと思われる。

個人史からいって，東京人に継続的に接するチャンスは少なかった。ラジオ

や映画などを通じての話しことばも影響は大きくなかった。映画のことばの

調子が自分たちのと違うのは，演技のための特別なことばを使っているもの

と思いこんでいた。東京の人が日常あんな変な調子で話すとは信じられなか

ったのである。小学校でアクセントについての授業があったときにも，担儀

の先生が「東京でそのことば自体をアクセントのようにアを高く発音すると

は信じられない」と説明したくらいだった。東京出身者が選挙の宣伝カーの

ウグイス嬢に採用されたり，放送部でアナウンサー一をtwめたり，国語の蒔問に

模範の朗読をしたことはあった。しかし，中舌母音を使わないとか，有声化さ

せないとかの見本にはなったが，アクセントについては無関心だった。併上

が東京とのアクセントの違いに気づいたのは，上京して大学に入学し，f岩手

のおじさんの話し方と似てる」と言われたあとである。標準語を話している

つもりなのにどうして菓北と分かるのか不可解で，のちにアクセントのせい

と気づいた。第2次鶴岡調査の調査員として参加したが，若い女性のインフ

ォーマントが「ネコ」を尾高で答えたあと，fテレビではネコと言ってるようで

すノ」と頭高の形を引駕したのは，時代の変化を語る象徴的なできごとに思え

た。つぎの第3次調査の若いインフォーマントはかなりがアクセントをも共

通語化していた。）

　本論文前半に掲げた方言地図やグロットグラムの調査データは，その集落
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で成育したいわゆる生え抜きの人に限った調査結果である。資料を厳密にし

たからこそ細かい地域差が分かった。しかし，言語変化に際し，生え抜き以外

の人の影響も無視できない。鶴岡の3回の社会言語学的面接調査の結果の解

釈のためにも，地域社会の内部差を考察しよう。

　鶴閾という地域社会では，鶴岡方言・鶴岡弁だけが使われているような錯覚

におちいるが，そこで生育した個人の狭い見聞からみても等質ではなく，鶴岡

弁以外の話し手が混在していた。学校にはときどき転校生があった。今その

実りを思い出すと，山形県内だけでなく，福島桑，中国地方からの転校生もい

た。当時はどこのことばかには関心をいだかず，鶴岡との違いにのみ興味を

いだき，時に違うことばをわざと言わせてからかうことがあった。転校生は，

こんな洗礼（いやがらせ？）を受けて，鶴岡方醤を習得しようと努めたようで

ある。しばらくたっと，ことばの違いは気にならなくなり，「庄内弁Jを使う仲

間として扱った。申学校に進学したときに，その年はじめて内陸地方出身の

先生が鶴岡市に新任で赴Eliした。無アクセントの調子がおかしくて，学友と

まねては笑いあうことがあった。高校に入ると，今思えば不完全な，半分共通

藷の影響を受けた庄内弁を使う友達（転校生）もいたが，人によってことばが

違うことを認めるようになり，からかうことはなかった。成人では，高校の先

生の一部のように，他地域出身で共通語を使う先生や，地元出身でも共通語を

使う先生にも接したが，庄内弁を使わないことに抵抗は覚えなかった。しか

し，個々に例外はあるものの，無反省な一般入の感覚からいうと，鶴岡在住者

は庄内弁を使うと考えていた。地域社会の中の例外的共通語使用者は，その

後方言調査をしながら気をつけてみると，出身地や社会階層に片寄りがあっ

たが，当時はその傾向性には気づかなかった。

　1960年代の高度成長期以降，鶴岡の方言状況も変化したように思われる。

テレビという映像メディアで東京はじめよその情報が豊かに入った。幼児の

中にはテレビで共通語を話せるようになった子もいた。また出稼ぎ・就職・進

学・Uターンなどで長期的に居住地を移すことがあり，旅行のような短期的移

動でも庄内弁以外に接することが多くなった。小学校・中学校の先生は以前
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は山形師範・山形大学出身者が主体だったが，東京の大学を出て，東京風の共

通語を使う先生も出てきた。共通語化には，むしろ高度成長期以降の東京の

影響が大きかったように思える。

　最近の全国の財団語化の状況をみると，教科書や小説で使われるような「標

準語」でなく，テレビのタレントが欝常の口頭語として使うような「共通語」が

普及しっっある。むしろ「東京語化」「東京弁化」と呼んでいいくらいである。

たとえば，鶴岡の若い世代は，逆接の表現をドモからケドに変えている。文章

語的なケレドモを受け入れるのではない。従来方言は文章語の影響を受け

て，格調高い言い方を受け入れるかのようにとらえられていたが，現在の方言

は庶畏の底流のことば同士で，若い世代の新方言のやりとりを行い，東京語と

相互影響を与えあっているように思われる。

　方言がこのように常に動き，ゆれるものだとしたら，従来の単一の共時的体

系では記述・説明がむずかしい。従来は共通語の影響を受けない，もっとも古

風な体系の記述を目指した。しかし，「新方言」のように，共通語と関わりな

く，方言自体で改新が進むこともある。新古の方書体系を扱うためには，音韻

体系の記述で試みたような，共存体系を仮定することを考えてみるべきだろ

う。少なくとも変異について，該当箇所で指摘する必要がある。

2．6．　外来語　外来音

　鶴岡弁の最近の変化のもう一つは，方言の国際化とでも呼べるものである。

以前のE体の方言は，標準語・共遍語にいかに近づくかという観点から位置づ

けられることが多かった。しかし，音韻記述で明らかになったように，最近の

若い世代の方言の中では，外来語音が確立したととらえうる（ただし，増えて

いるモーラは，子音自体・母音臼体が以前から存在していたもので，組み合わ

せの可能性が増えただけのことである）。また，藷彙的にも，外来語の使用は

共通語におけると同じ程度になろうとしている。鶴岡共通語化調査・山添調

査ともに外来誘を調査項目に入れているので，その勢力の伸張を知ることが
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できる。ただし，文法記述の面では外来語はほとんど関係がない。

2．7．　社会薔語学的変異と共存体系

　以上鶴岡の方言使用状況を考察してきた。第1次調査から第3次調査にか

けての40年間に，また実年令を考慮に入れると約100年秋間に，鶴岡の方言使

用状況は大きく変わった。

　音韻体系については，いくつかの共存する体系を認めるべきことを論じた。

東北方言的な体系から共通語化を受けた体系まで，場面差・文体差・個人差を

もって使い分けられている。

　文法についても，共通語化が進み，世代差・文体差がある。従来の記述では，

もっとも古い体系を記述するのが慣習だった。しかし，文法変化は共通語化

の方向のみでなく，新方言を生み出す方向にも向かっている。これを正当に

位置づけるためには，やはり共存する文法体系を考える必要があろう。
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　ここでは，現在の鶴岡方言の発音のしくみについて記述する。本報告書の

アクセント・文法・語彙などの記述の基盤として，表記の方針を定めるのが一

つの目的である。また鶴岡共通語化第3次調査報告書での分析の基礎を築く

ことにもなる。音韻的には鶴岡方言は，東北方言のひとつとしての特徴を示

す。しかし様々な形で共通語の影響を受けて，現在は共通語化の程度により

連続体をなしっっ，世代差・場面差などの形で多様性を示している。この状況

を適切に示すために，いくつかの音韻体系が共存しているという観点からの

記述を試みる。

1．　研究史

　鶴岡方言の発音については，すでに江戸時代後期に『庄内方音孜』が記さ

れており（三矢（1930）所収），これは日本の諸方言の中では早い記録である。

明治以降もさまざまな研究者によって発音の特徴が記されてきた。また戦後

は，アメリカ構造言語学の音韻論の観点から，いち早く記述が行われ，大鳥方

言と対比するかたちでモーラ表も提示された（柴田（1953））。鶴岡の第1次調

査の報告書（国立国語研究駈（1953））には，調査した音韻現象について，音韻論

的分析に基づいた簡略かな表記法も提案されている。

　ただしこれらの音韻体系の分析は，少なくとも子音については，溺の解釈が

可能である。かつての音韻変化による文法的不規則活用を単純化するため

に，文法的類推という歴史的変化が起こったためだが，このプロセスを統合的

に説明するには，共存する音韻体系の考え方を適用するのが望ましい。また，

その後共通語化が進行し，さらに外来語も大量に流入した。これも統合して

説明するためには，後述のように三つ以上の体系の共存を仮定するほうがい

いQ

　以下では，言語史的な変化の順番を追って記述を進める。変異については，

該当箇所で指摘する。
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2．歴史的背鑑

　現在の鶴岡方書の状況を理解するためには，歴史的，通時的説明が必要かっ

適切であろう。くわしくは後述するが，次のような現象が鶴岡方言の発音の

主な特徴だった。

　　6母音であること，

　　力行・夕行子音の有声化が母音間でみられること，

　　サ行・ザ行子音に口蓋化音がみられること，

　　ハ行子音に両唇音（鰐唇摩擦音）がみられ，力行に合拗音があること。

鶴岡市内ではその後共通語化が少しずつ進行し，以上の現象が失われっっあ

る。世代・場面などによって発音に違いがある。これを異なった音韻体系の

共存ととらえることができる。以下で設定するいくつかの音韻体系について

は，鶴岡地域の発音の歴史的変化の過程として，並べることができる。

　この通時的動態の根本原理のひとつは，音変化と文法的類推という，歴史言

語学の基本的動因であった。かって力行・タ行子音の有声化という発音変化

が起こったが，そのために動詞活用体系に不規則な部分が生じた。これを修

復するために文法的類推という変化が起きた。これにより補い合う分布がく

ずれて，新しい最小対minimal　pairが生まれたのである（井上（1968））。ま

た最近になってからも，形容詞が多音節化して，モーラ音素を語幹に挿入する

変化が進行して，音素の結合可能性が増えた。また共通語化に影響されて，助

動詞との接続の音変化が起こった。

　かつて子音だけに着目して，P体系とY体系という二重の体系の共存を論

じた（井上（1968））。今回は母音など他の現象も考慮した。現在急速に流入し

つつある共通語の体系も考慮に入れると，さらに新しい体系も存在すると考

える方が記述に便利である。以下にくわしく論じる。

　記述言語学では通時論と共時論の峻別が必要であり，理論的に有効でもあ

った。しかし現実社会の多様な言語使用を説明するためには，単一の言語体

系がある地域社会に行われているという考えでは不十分である。複数の体系
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の共存を考えるべきだし，またそれらが，通時的にP→0→Y→M体系という

順番をもって使用されてきたことを考慮に入れる方が，現実をうまく説明で

きる。従ってここでは，通時論的な視点をもって，共時的音韻体系を記述する。

　以下に見られるように，0体系から轟音やアイ連母音の古風な発音がなく

なったものが，Y体系である。またM体系は，　Y体系に外来語音などが加わっ

たものである。Y体系が一一一as単純な体系である。しかし現実の一画入がY体

系だけしか使っていないわけではない。古風な発音と外来語の発音を取り去

って，単純かっ整然たる体系を抽象したのがY体系と，位置づけることもでき

よう。

　以下時系列に添って述べる。

2．1．祖（P）体系

　まず，鶴岡方言を含む東北方言のもっとも基本的な音韻体系を考える。歴

史的に再構成したものにあたる。歴史言語学の「比較方法」とr内的再構」の方

法により，音韻変化の「相対年代」を考慮に入れた結果である。現在の音韻体

系から過去にさかのぼって構築したものだが，ここでは，時間的順番に従っ

て，出発点として，祖語の体系から記述する。

　現在の東北地方諸方言の音韻体系を，過去から現在にかけての中央語の体

系と比較して，比較言語学・比較方言学の手法で祖語の体系を再構成すること

ができる（井k（1980））。その結果によると，「東北裡語」は，旧かなづかいに反

映されるような平安時代の中央語と同じものから出発したと考えられる。つ

まり，現在の東北方言の音韻現象を歴史的に説明するのに，文献などで知られ

る極手時代の音韻体系まで戻る必要はない。たとえばイエ踏段の母音の甲乙

の区甥は，東北に残っていない。もっともDallasの記述した明治初期の米沢

方言には，かな発生直前のア行のエと，ヤ行のイェの区別が反映しているかと

も思われるが，語例が不十分なために，確言できない。（換言すれば，中央の古

文献に残る音韻体系は，本土には残っていない。沖縄方言における奈良時代
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N音の甲乙の区別の残存が議論のあるところである。）東北方言母音の音声的

相違の成因についても議論がある。連母音アイ・アウが平安時代以降（音便変

化や漢語の流入によって）大量に発生し，中世に広いエと広いオが生じたこと

によって，連鎖反応として他の母音の音色が変化し，イとウの申舌化によっ

て，現在の母音体系が生じたと，考えられる。

　これは東北方言の体系としての新しさを示す。ただし，これは，祖語から分

かれた直後の音韻体系が現在と同様だったことを示すわけではない。東北方

言的な音韻体系を持つようになったあと，（東北以外の）本土方言と平行的な

発展をとげた可能性もあるからである。現在に至るまで改新がかなり進んだ

ことを示す。なお，東北方言に先住民の言語としてのアイヌ語基層があると

いう説は昔から多いが，今のところは，アイヌ語基層によってしか説明できな

いような確実な現象はない。たとえば東北方言の母音の音声が違うことにつ

いては，現在のアイヌ語の母音と共通性が少ないので，アイヌ語基層に帰する

ことは無理である。カ・タ行子音の有声化についても，共通語の「清濁jとは違

うが，それ以上にアイヌ語の子音体系は東北方言と違うので，これまたアイヌ

語基層のためとはいえない。（ただし東北地方北部の地名などについては，ア

イヌ語起源のものが認められるQ）

　東北方言の最大の特徴は，カ・難行子音の有声化（濁音化）である。有声母音

問という限られた音韻環境で起こった。そのため，初期には下記のように，き

れいな相補（補い合う）分布を示した。

　　　　　　語頭その他

音素　　　有声母音闇以外

／k　，　t／　［k　，　t］

／g　，　d／　［g　，　d］

　語中

有声母音間

　［g　，　d］

　［g　，　a］

この有声化が可能になったのは，（中世までの中央語と同じく）語中で濁音に

入りわたり鼻音（曇音化）があって，k，　tが有声化しても区別がついたためで
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ある。有声化については，『庄内方音孜』で「中濁」という用語を使っている

（三矢（1930））。現在はまったくの有声子音だが，まだ変化の途中段階で，カ・

タ行子音の語中での有声化が不十分だった可能性がある。これは第1次鶴岡

調査の老人層の段階よりはるか以前の体系である。

　この体系は，現在では再編成を受けたが，後述のような最小対を見つけだす

のは容易ではなく，東北方言音韻分析の初期には，／k，g／／t，　d／の音素の

補いあう分布で説明された（柴細（1953））。しかし1960年代からは，後述の／k

g，g／／t，　d，3，　R／をたてる分析が主流になった。

　東北方言は有声化の存在によって：本州中央部の方言と区別される。この現

象の実際の分布地域は，ほぼ利根川・阿賀野掛以北である。なお，有声化の規

則や入りわたり鼻音の分布からみて，東北方言の祖語では，サ行子音はあきら

かに破裂的で，現在のような摩擦音ではなかった。

　なお漢語と有声化については使用場面や相対年代により複雑な関係が考え

られる。有声化を起こさない近代漢語だけに考察を限るともっと単純な体系

が浮かび出る可能性がある。

2．2．古（0）体系

　上述のP体系は，その後東北各地で地域差を生じた。山間僻地での独自の

発展があったし，また地方的中心地（大藩の城下町）の影響を受け，ある程度の

地域に共通な現象が伝播した。江戸時代後期以降の鶴岡に行われていたと思

われる体系を古（0）体系と名付けよう。

　古（0）体系は，現在さまざまな手がかりから復元されるもっとも特徴的な

発音を反映するものと，設定できる。これは第1次鶴岡調査でえられた老人

層の発音のさらに前の段階にあたる。絶対年代では，ほぼ江戸時代後期から

明治頃にあたるだろう。戦後まもなくまでは，農山村の老女のζとばとして，

実際に耳にすることもあったような発音である。昭和期以降の方言研究での

古典的記述で目指されていたもので，標準語・共通語の影響を受けていない，
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いわゆる「純粋の方言」を反映する。もっとも方言的特徴が多い，大きい段階

である。

　この体系では，カ・タ行有声化が，文法的類推によって改変を受け，補い合う

分布がくずれることになった。藷幹の発音をそろえるという文法的類推によ

り，次のようなミニマルペアが生じたことで，子音音素の設定について異論の

ない体系となった。

　たとえば「聞く」の活用は，無声子音と無声子音÷広い母音（a，o，　e）とに囲

まれた環境ではkの有声化が起こらないために，語幹部分でk，g両方が使わ

れ，伝統文法に従って書くと，次のようだった。

　　　　kikane　kigimasu　kigu　kikeba　kike

しかしその後語幹をgにそろえて単純化するという類推変化によって，以下

のように変わった。

　　　　kigane　kigimasu　kigu　kigeba　kige

一方「腕白だ」のキカネは，独立の語としてこの類推の枠外にあったので，次の

ような最小対が生じたぐ音声記号は簡略表記）。

　　キカネ（腕白だ）　キガネ（聞かない）　キガネ（気兼ね）

　　［kikane］　［kigane］　［kiijane］

同様に，可能動詞も，以下のような対を生みだした。

　　ツケル（付ける）　ツゲル（着ける蹴着くことができる）　ツゲル（告げる）

　　［tsmkeres］　［tsmgerur］　［tsurgerm］
　　シケル（時化る）　シゲル（敷けるx　twくことができる）　シゲル（茂る）

　　［Slker田3　　［S　1’　gerur］　　　　　　　　　［S功er田］

また次の例の形態素のように単語の切れ目と有声化の境界が一・一・一致しないで，

語中で無声の力行・即行が現れることも原因である。

　　カルコイ（軽い）　マルケル（丸める）　ネブテ（眠い）

こうして母音問と語頭で，補い合う分布でなくなった。

　なおタ行については，上野（1973）が次のような例をあげて；雫石方言では／t

d，a／も同じ音韻環境で対立することを示している。「しい」／sii／fつい」／Ctti／
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などの母音がさらに短母音化したためであるが，鶴岡方言では対癒する例が

見つかっていない。

　　　　／suta／（下）　／suda／（敷いた）　／suきa一／（しだれ柳）

　　　　／cuta／（蔦）／cuda／（突いた）／cuaa／（千田）

しかし，鶴岡方言でも，カ・夕行を同じように扱って，次のように音韻分析すべ

きである。岡様に，入りわたり鼻音を伴うザ・バ子音についても，平行的に独

立の子音音素と認める方が，音声との対塔が規則的になり，話し手の意識とも

一一奄汲ｷるG

　　　　　　語頭その他

音素　　　有声母音間以外

／k，　t／　［k，　t］

／g　，　d／　［g　，　d］

／g　，　a／　一一一

　語　中

有声母音間

　［k　，　t］

　［g　，　d］

　［ig　，　g］

古（0）体系は，音声的に，ほかに次のような特徴を示していた。

－
り
ゐ

3

4

5

濁音ザダバ行で子音に入りわたり鼻音が伴った。

ハ行の子音が両唇摩擦音［Φコだった。力行合拗音クワ・グワ［kwa，　gwa］

があった。

ユ〉ヨの変化が規則的に起こっていた。同様に拗音のユ段がヨ段に規

則的に変化した。

　しかし3の変化は，ここで記述する現代老人層の音韻体系になるま

えに，回帰または共通語化を起こして，失われてしまった。

語頭のイ〉エの変化については，近代になってからかと思われる。こ

れも回帰・共通語化を経た。

アイ連母音の融合はすでに起こっていた。形容詞終止形では徹底さ

れた。力行・ガ行五段動詞の音便形では，かつて起こってケーダ（書い

た）・ケーンダ（嗅いだ）になった可能性もあるが，鶴岡市内では，確たる
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　　　証拠がない。

　この体系は第1次鶴岡調査報告書の柴田の記述に反映している。重要な特

徴は，鶴岡面接調査の音韻項目として採用された。特徴を羅列すると次のよ

うであった。

　　　母音：　　中舌化　アイ連母音　イエ混同

　　　子音：　　有声化　鼻音化　　　一つ仮名（シス，ジズ，チッ混同）

　　　　　　　ハ行音　力行合拗音　　セゼ

　第！次調査のときは，鶴岡市内では，戦前からの共通語化によって方言的特

色が薄れはじめた段階だった。1990年代には，市内はもとより，山田部でも特

色音声を耳にすることがまれになった。第1次調査の記述は貴重な資料とい

うことができる。

Z3．新（Y）体系

　Yとは，かっては若い世代Young（または調査地点Yachi）を示すものだっ

たが（弁上（1968）），その後若い世代での共通語化が急速に進んだために，鶴岡

では現在の老人層から中堅層にかけての体系と，位置づけられる。ただし鶴

岡の若者の間にもこの体系は受け継がれているし，農山村ではもっと強固な

勢力を若者の問に張っている。この体系はかなり安定したもので，東北地方

各地で観察される。第2，3次鶴岡調査での中年層（ハ凸凹醤音・サ行口蓋化・

濁音の鼻音化を失った人たち）の音韻体系がこれである。現実には，個々の単

語の発音の仕方などで，共通語化の程度が連続体CORtinuumを示す。井上自

身が身につけたのはこのY体系である。同世代の者と帰省のたびごとに方言

で話していて違和感がないし，同世代の調査や自然会話の録音でも音韻体系

の違いは認められない。

　具体的音韻現象をあげると，アイ連母音からの広いエ〔ε］は従来の狭いエ［e］

と合一した。他の母音の音声は以前と変わらず，中舌化は温存している。カ・

タ行子音の有声化は温存した。（鼻音化を失ったために，「的jr窓」ともにマド
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になった。しかし文脈で識別できるので，伝達に不便は生じなかった。）音韻

的にはシス，チツ，ジズの区別が保たれており，「二つ仮名」である。ハ行子音

の両唇音はフのばあいのみ現れる。セゼでの口蓋化は，方言語彙では温存さ

れたが，近代漢語や外来語ではセゼで発音される。

2．4．現（M）体系

　現在の鶴岡の若い世代では，共通語化がさらに進行した。また外来語の影

響もあった。それによりモーラが増加した。これは，申年以上が改まった場

面で使用する体系でもありうる。学校の共通語教育で教わるものに近い。

　中年以上の体系との目立った違いは，／e／についての音韻意識・認知であ

る。狭い母音が連母音の後部要素として現れるときに，すべて／i／と解釈され

る（つまりアイとアエの区別がなくなった）。またシ／si／・ジ／zi／・チ／ci／にあ

たる音声が単語により口蓋化に違いがある。音韻分析および自然会話の分析

によると，共通語シジチに対応する音節はY体系では［s1，　z茎，℃s司だが，　M

体系では［fi，3i，t∫i］になる傾向がある。つまり，Y体系とM体系の違いは

音毒的なものと扱いうる。ただ，オモシ［omok］（面白い）（もともとはオモシ

ェ£◎moie］）などのいくっかの方言特有の語形については，［S’1’］という発音が

聞かれない。このような語彙的相違をどう扱うかで，M体系の音韻分析に違

いが出る可能性がある。

　またカ・タ行子音の有声化も，文法形式では保たれているが，欄々の単語で

は有声化を示さないものもある。ことに新語や改まった場面で使われやすい

語が共通語的発音になる。現在の青年層は，音韻体系そのものはY体系とそ

っくりでも，個々の所属語に関しては徐々に共通語に近づいているらしい。

2．5．共通語（K）体系

共通語の圧倒的影響で，鶴岡の若い世代の中には，日常も（少なくとも調査
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の場面では）共通語を使う人が多くなってきた。以前から本入または母親が

共通語使用地域の人で観察されていたが，地元生え抜きでも共通語を使う入

の割含が多くなった。

　その音韻体系は，現代東京共通語と同じである。ただガ行鼻音については，

東北方言の基層を受け継いで，保持する人が多いが，生徒の中にはガ行鼻音を

持たないものも出現している。この人たちは有毒化も振り捨てているので，

「柿」と「鍵」の区別がなくなるわけではない。ただY体系の持ち主とのコミュ

ニケーションで混乱が起きる可能性があるが，文脈で見当がつくせいか，誤解

のエピソードは耳にしていない。

　この体系は，鶴岡方言の体系の内的必然として出たものでなく，外的に借用

として取り入れられたものであり，さらに現代共通語と岡一なので，以下では

正面から記述の対象とはしない。

3．研究の視点

3．1．　研究材料

　以下での記述に使った資料は，次のとおりである。！の内省が主で，2で確

認し，他は参考に使った。

　1。　井上の内省。（1942犀鶴岡旧市内台居町生まれ，18才まで国所で生育。

　　　その後上京。平均1年1回以上帰省。方雷と共通語の使い分けは話し

　　　相手による。父は山形市，母は鶴岡照帯内生育。アクセントも一型で

　　　なく葦囲方言のものを習得したことから分かるように，雷語的には父

　　　の影響は少ない。）

　2．録音資料。泪士族老年層のもの（ビデオデータもある）。鶴悶朝陽第2

　　　小学校80周年記念座談会（老・1・若）記録テープ。中年層の自然会話テ

　　　ープ。高校生の自然会話データ（ビデオ）。

　3．　面接調査資料。鶴岡方言を用いて面接調蒼した資料は，庄内方言地図
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　　や庄内グロットグラムのための調査その他数多い。庄内各地について

　　の資料がある。（なお国立国語研究所の鶴岡のeq　2次・es　3次面接調査

　　では井上は共通語を使用した。）

4．　文献資料。斎藤義七郎翻灘の各種「郷土本」はじめ，江戸時代以来の方

　　言記述。斎藤秀一の鶴岡近郊山添の方言記述。

3．　2．　比較対照の観点

　共通語と対照してこの方言の音韻体系を特徴づけるためには，いくつかの

観点が可能である。ここで整理して述べる。

　　3．2．　1．分布distribution

　まず共時的な音素の分布の違いがある。これまでの音韻論ではこれが特に

注目された。音素の数と体系的配置に着目し，共通語との違いが指摘された。

たとえば濁音ザダバについて，轟音化した音素をたてるのは，音韻分布そのも

のの共通語との違いを意味する。ただ，歴史的視点に立つなら，共通語とはく

らべずに，沼かなつかいに反映されるような体系とくらべ，しかるのちに共通

語との違いを指摘する方が，実態をよく示すはずである。

　また鶴岡方言と東窺方言一般との違いを指摘する視点もある。たとえば，

いわゆる「ズーズー弁」（罵一つ仮名弁）でないこと，つまり，シス，ジズ，チツの

区溺があることは，紹かなつかいや共通語と対比するだけでは，特徴として浮

かび上がってこない。同様に，語頭のイエの区別があることも，かっての東北

方言一般と違うところである。

　　3．2．2．音声的特徴phonetic　realization

　位置づけの視点として，各音素の音声的実現も重要である。ことにY体系

は，音素の共時的体系としては共通語と類似するが，音声的実現はずいぶん違

う。母音の音声が食い違っているためである。一般人には，「発音があいまい
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だ」という（自N中心的な）印象を与える。ことにサザ（タダ）行で，音韻的には

シ・ス，チ・ツなどの区別があるが，実現する音声で子音が［s］であるために，

［月を期待する他地域の人には，発音があいまいという印象を与えうる。

　　3．　2．3．所属二二（音韻対応）corresp。ndence

　位置づけのもうひとつの視点は，所属語例である。通時的観点から，共通語

または旧かなづかいに反映されるような音韻体系を比較の基準におくと，特

徴が浮かび出る。たとえば，硬目蓋子音（舌音系列）で，／t，　d，　n／が存在するの

は共通語と同様だが，所属する語がずれており，かって語中で有声化が起こっ

たために共通語の／一t一／は鶴岡方言では／一d一／になる。これは音韻対応の

違いである。なお，漢語・外来語・擬声擬態語は別扱いされる必要がある。

　この違いは，一般人には「ことばが濁る」などと表現されるが，上の1と2の

視点では説明が難しい。

　また所属語の少ないモーラがある。セは鶴岡方言にも存在するが，その発

音を持つ語は少ない。大部分の方言語彙がシェで発音されるからである。

　以下では，この三つの視点を適宜おりまぜて，鶴岡方言の音韻の二二を浮き

彫りにしたい。

4．　共時的音韻記述

4．1．記述方錯

　以下では，鶴岡方言について，三つの共存する体系を記述する。3体系に分

ける基準は，以下のようである。

　まず東北方欝の祖語にあたるP体系は，記述の対象とはしない。再構され

たこの体系は，夜空の星のように，個々の音韻現象については時代が違うから

である。

　第1の0体系の記述では，現在たどりうる最古の体系をめざした。ただ，現
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在の鶴岡市内の老人層の音韻記述からは，郊外の老人がかって使っていたよ

うな体系，ましてや江戸時代の記述や郷土本の表記に表れるような体系は出

てこない。

　第2のY体系は，現在の鶴岡の活躍層の体系である。臼常よく耳にするも

のでもあり，記述の中心にすえた。

　第3のM体系は，現在の鶴岡の若者の体系である。Y体系との食い違いを

重点に記述する。

　このあと共通語と同じK体系が，個人により，場面により広がりっつある

が，ここでは記述対象としない。

　以下では，抽象的な単位，数の少ない分析単位から記述をはじめる。

4．2．音素目録inventry

　まず音素目録から，要素の数の少ないものからみる。母音・子音などの音素

をあげる。体系systemとしての組立も考える。次にその組み合わせを提示

する。実際の音韻記述では，単語を発音してもらって発音の区別の脊無をみ

る。それをもとに母音子音を設定した。0，Y，Mの体系を区別しながら説明

する。

　　4．2．1．　　母音　vowe　i　s

母音の数には変遷があった。0体系では，東北方言一般と同様に次のよう

に6個の母音が設定される。前舌・後舌の母音音素の数をそろえる形で，配列

した。

0体系 ／　i

e

e　a

o

雛

／



　特徴は，まず音素の分布として／ε／があること。音声的には，国際音声字母

の［ε］，D，ジョーンズの基本母音No．3に近い。カタカナなら「エァ」などで表

記が可能である。歴史的対応からいうと，かってのアイ（アェ）連母音の変化

・・ Z合から生じたものである（オィは融合せず）。

　他の母音についても音声的には共通語と食い違いがある。

　／i／は中舌母音である。D．ジョーンズの基本母音No．17に近い。しかし唇

はわずかな張唇で緊張はゆるやかである。ここでは［工］で表記する。

　／u／も中舌母音である。D．ジョーンズの基本母音No．18に近い。唇は円唇

にはならず，緊張はゆるやかである。ここでは簡略表記として［副で表記する。

　／e／はいわゆる狭いエにあたる調音で，ほぼ9．ジョーンズの基本母音No．2

にあたる。ここでは国際音声字母本来の用法に従って［e］で表記するが，共通

語のエより狭い（イに近い）ことに注意すべきである。

　母音については世代差が大きく，若い世代で5母音化が共通語化の形で進

行中である。Y体系とM体系は母音体系については岡一である。

Y体系とM体系 ／　i

e

a

o

u

／

　この体系は，アイ連母音からの広いエァが使われなくなった（元からのエと

融合した）もので，共通語化による。従って歴史的には，Y体系とM体系の／e／

には共通語の工段由来のものと，アイ連母音由来のものの双方が属する。音

声的には共通語と食い違いがあり，前述の狭いエである。

　Y体系とM体系の違いの一つは母音の音声にある。現在の10代のかなりは，

5母音の音声的実質も共通語化に向かいっっあり，／i／／u／の中舌性を失い，

／e／が共通語と同じ広さの母音に化しっっある。くわしくみると，／u／の音

声は張辱（平唇）で，東日本の共通語の発音である。ただし後述のように有声

化は（ことに文法形式において）残しているので，響きは東北弁的・鶴岡方言的
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である。また促音のあとに濁音が来うる点なども，従来の鶴岡方言と変わり

ない。典型・艶紅型としてM体系を設定するときには，母音が手がかりにな

る。しかし後述のすべてのM体系の特徴が束となって，ある燗人の個人語

idiolectに現れるわけではなく，現象によって出入りがある。これまでの鶴

岡調査報告書および後に公刊される鶴岡市全体の社会言語学的調査で，個々

の音韻現象による使用率の違いとして，明らかなとおりである。

4．2．2．半母春se醗ivo轡els

O篇Y＝M体系

　　　　　　　　　　　　／ W ●
3

／

　ヤ行・ワ行・拗音・合拗音は，半母音が加わったものと解釈でき，0，Y，M，三

つの体系に共通である。後述のように，組み合わせの可能性に違いがある。

また音声的にはゆるんだ発音があって，たとえばカヤ／kaja／（蚊帳）の／j／にあ

たる発音は，前後の母音［a］よりわずかに狭い母音にすぎない。

　　4。2，3．子音consonants

　O体系の子音は数が多い。有声化が起こり，文法的類推により，補い合う分

布がくずれたためである。

0体系
P
、
0
～
h
｝
m

／
ホ
も
d
～
筆
G
n

C
Z
～
Z
r

s

k
q
）

B

h

／

　0体系の音韻の特微は，分布の点で鼻音化した／5a2／があることで

ある。音声的には，濁音にあたる子音の入りわたりが語中で鼻音化し，前の母

音の出わたりも鼻音化する。歴史的音韻対応からいうと，かっての濁音のう
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ちザ・ダ・バ行の子音にあたる。中世以前の日本語中央語の発音をほぼ引き継

いだものである。ザ・ダ・バ行の鼻音は衰微傾向にある。鼻音化の程度に個人

差があるだけでなく，単語の音声環境の差，意味分野・使用範囲の差もある。

談話の場面差・文体差もある。老人女性の気のおけない自然会話で，昔からの

暮しに関することを方言特有の語彙で話すときには，鼻音化がはっきり表れ

ることがある。なお濁音系列の中でもガ行子音は完全な鼻音（鼻濁音）である。

　音素／’／については注釈が必要である。母音・半母音のまえで，音声的に

喉頭化音があるわけではない。しかし，「里親：砂糖屋」の区別は可能である。

これを／sadooja／／sad◎Rja／のように，長音部分のモーラ音素／R／を使って

表記し分けることもできる。音素／’／を設定すると，／sado’o’ja／／sadOR’

ja／のようになり，余儀的ではあるがもっとはっきり区別できる。しかも音素

／ソを設定すると，基本的音韻構造を統一的に／CV／として説明することがで

きる。また，ハイル（入る）対澄汁ル（生える）の発音の対立があるが，ハイルを

／hajru／と解釈すると音素／ソはたてないで済む。しかしハエルは／haeru／

としか解釈できない。ここで母音連続が生じる。片方のイが（はっきり申舌

母音の響きがあるにもかかわらず）半母音で，もう一方のエが母音という扱い

は，音素の分布と機能が似ているこのペァには，不適切である。ハイル・ハエ

ル双方をそろえて，／ha’iru／／ha’eru／と解釈したい。

　Y体系の子音は，数が減った。Y体系の特徴は，0体系の入りわたり鼻音を

伴った子音音素がなくなったことである。非鼻音化により「的・窓」がともに

マドと発音される。音韻的区別が消滅したことになる。発音では区別できな

い（アクセントも単独では同じ）。

Y・M体：系　／　P

　　　　　　　b

　　　　　　　一

十
レ
d C
Z
r

s

k
g
n
り

h
，
／
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　M体系の子音も見かけ上同じである。母音の音声が共通語と同じものに変

化するのと連動するかたちで，サザタダ行の子音も変化があった。M体系の

子音を増やすか否かは，サ行などの子音の解釈次第である。セ・シェ，スィ・

シが単語によって使い分けられる傾向が生じたのを／s／／∫／という瑚音素

で説明するか否かである。若い世代の自然会話資料によると，スィとシの使

い分けは単語・人・場面で様々な変異がある。岡一モーラ／si／の自由変異音

と考えることができる（音韻論的には自由変異だが，社会言語学的に説明でき

る性格のものである）。「面白い」などの単語は［omo∫i］とのみ発音される

が，語によっては［∫i］とも［si］とも発音される。共遍語化の進む一段階

で，語彙的伝播lexical　diffusionの現象が現れているものと説明できる。

　これと異なる解釈もある。別のモーラと解釈するが，

　　　　／sje／　／sjY　／se／　／si／

のようにすれば，音素の数は少なくてすむ。ハ行の両唇音について／hwa　hwi

hwe　hwo／で説明するのと同じである。半母音の組み合わせで説明するわけ

である。こ■では，最後の見解に従ってモーラ表を作った。

　4．2．4．モーラ膏素（特殊拍）moraic　phonemes

モーラ音素に関しては，0，Y，　M体系とも共通で，次のようである。

／ Q　　N　　R ／

それぞれ仮名でfッ」「ン∬一」で表記され，促音・懸音・長音（特殊拍）にあたる。

数としては，すべての体系に共通だが，後述のように長さについて音声的違い

がある。また現れうる音韻環境についても，違いがある。漢語起源の語につ

いては，いわゆる点語として特殊拍が脱落したり付加されたものがかっては

存在したらしいが，現在はそう多くない。ゴンボ，ネンジ（ごぼう，人参）など

は耳にしなくなった。
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　モーラ音素同士が連続することは多くない。ギトーン」「ブーン」「シーン」の

ような擬声語擬態語では／R／のあとに／N／が来る。「トーン」「スプーン」「シー

ン」のような外来語でも／R／のあとに／N／が来るようになった。しかし「ト音

（記号）」「保温」「武運」「子音」などは，／R／ではなく，それぞれ／to’ON／／ho’ON／

／bu’麟／／si’釦／である。共通語では「秘蔵っ子」で／R／のあとに／Q／が来る

し，「ロンドンっ子」では／N／のあとに／Q／が来るが，鶴岡方言としては使用がま

れである。

　従ってよく現れる結合は，R－Nのみである。

4．　3．音節構造structure

　音節構造では，0；Y＝M体系である。

　鶴岡方言の音素連結の基本構造すなわち規準形canonical　formは，　C　V

というモーラ，つまり子音＋母音の結合である。CV構造の「開音節」が基本

で，この結合が多くの単語で圧倒的である。斎藤秀一によれば，多くの漢語起

源の語が方言形として棲音・促音を脱落させて，このCVの形を取った。しか

し，現在はさらに音素結合の可能性が増えた。文法形式でも促音・撫音をとる

ものが新形として現れている。現在の結合の可能性をみると次のようになる。

2拍以上の単語では，この基礎構造が反復されることになる。

（M）C（S）V（M（M））

　つまり，まず基本のCVの前にモーラ音素Mが入りうる。これは共通語に

はまれな特徴的結合で，特殊拍で始まる音節・単語がある。語例をみると次の

結合がある。

　　　　　　MC一　／　Nd一　Nm一　／

ンダ（そうだ），ンデネ（そうじやない），ンメ（うまい，梅），ンマ（馬）は市内で

も使われる。ンガ（おまえ）は近郊で使われることがあったが，現在は耳にし
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ない。ンナ（父）がかつて近郊で使われており，鶴隅方言でも引用の形で発音

することが可能である。ンネ（そうじやない）が山形県内陸地方などから報告

されているが，鶴岡方言では言わない。庄内方言の中にはンブ（おぶう）とい

う地域もあるが，鶴岡市内では知られていない。従って語頭の／NR－Nひ

Nb一／はない。なお東京語のfンマ，ンメ，ンマイ」（馬・梅・うまい）などの〔m］

は，［m］の前のみという限定があり，ウん／の条件異音と解釈できるが，鶴岡方

言ではdの前にも現れるので，音素／N／と解釈する。

　CとVの間には半母音Sが入りうる（拗音）。これは共通語でも当たり前の

現象である。結合子能牲については，4．5．灘で論じる。

　CVの後にはモーラ音素が入りうる。これも共通語で妾たり前である。な

お，このMの後に来うる音素には，共通語とくらべて六八が少ないが，後述す

る。

4．4．　リズム単位rhythmlc　units

　リズムの単位にも特徴がある。柴田武提唱の着銀点で，アクセントと番節

の音声功験さに着目した日本方言の2分類，シラビーム方言とモーラ方言の

区別である。古代日本語は音節＝シラブルが単位のシラビーム方言であった。

特殊拍「ンッー」も一つのリズム単位に数えるモーラ方言は，後世生じたもの

と考えられている。

　鶴岡方言の0体系・Y体系は，「ンッー1が短く発音されるという音声的実現

からいっても，アクセントの単位からいっても，シラビーム方言である。一方

M体系では，ほぼ完全にモーラ方言になったとみなされる。ただしモーラ方

言になった変化時期を確定することは難しい。なお「鶴岡方書の位置」でも指

摘したように，五段活用動詞の音便形で「買った」「読んだ」などの促音・嬢音が

脱落する現象が，庄内地方で観察される。煎る」にあたる庄内方言の単語が

「ヨダ」になるのも，語源の「要だ」の長音の脱落と説明できる。

　リズム単位とからむが，鶴岡方言では，1拍名詞は単独では（また助詞が付



いた場合も）やや長く発音される。文字および共通語教育のおかげで，やや長

いことに気づかないか，「半分の長さ」と意識することが多い。しかし，長音の

拍を含む語の長さが共通語にくらべて短いので，たとえば「戸」と「十」，「子」と

岬」，「目」と「姪」，「絵・柄」と「Aj，「麩」と「封」は，（アクセントを無視すれば）

発音の上では長さの差が判瑚できず，約1．5拍分である。1拍名詞は，CVM

の2モーラ（1シラビーム）と解釈されるべきである。つまり規準形CVのみ

からなる（1モーラの）単語は，存在しない。

4．5．音素結合（配列）論phORotact　ics

ここでは，音素同士が単語を作るときにどんな順番でつながるかの可能性

表肇　音素結合表

Q

，

h

：
g

茸

g

望
d

・
－

e

a

o

u
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を見る。上のように基本的には

　　　　　　（M）　C　（S）　V　（M）

であっても，モーラ音素Mの出現には，制限がある。

　音素同士がつながるときの規則性・簿」限については，共通語と一部異なる。

！音節を形成する（M）CSVの結合を表1に示す。これはY体系のものであ

る。0体系・M体系とも，基本的には同じパターンを示す。

　もっとも目だつ違いは，Mを考慮に入れたときであり，促音Qのあとに濁音

が添うることである（共通語では，もともと促音は濁音の前には現れなかっ

た）。表1の左近が特微的である。なお，近郊では一r一の前でも促音が表れる

ようである（W章参照）。

　鶴岡方言で濁音の前に促音が使われるようになった最大の原因は，文法的

なものだった。動詞終止形のルが，促音化したのである。たとえば一ru＋ga

が，オギッガ（起きるか）のようになった。また語彙的現象として，形容詞の語

幹のモーラ数が増える傾向があった。カッデ（固い），アッゲ（赤い）などであ

る（共通語でも，現在は外来語により促音のあとに濁音が出現した。）

5．　モーラ表

　上記の音素結合の可能性のうち，CVの結合については，以前から五十音図

の形で示すことがあった。方言音韻の分析でもCVのモ・一・一うの鼻面を示すの

が慣例である。このやりかたで諸方言の違いがあらわになるからである。以

下に一覧表を示す。半母音の入るCSVの結合も入れる。

　音素表記とカタカナ表記とを1対1で対応させることも試みる。0体系，

Y体系，M体系をそれぞれ鋼に示す。

　5．1．1．　0体系モーラ表　（表2参照）

音素そのものは，記述した。全般的現象について説明する。

まず有声化について。かっては補い合う分布をなしていただろうが，音韻
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論的に鼻音化音素と分離された。有声化したカ・タ行子音が「中濁」という記

述があるが，実態は不明である。補い合う分布だとしたら子音の数が少なく

なるが，現在の老人層では，完全な補い合う分布は観察されない。従って，子

音音素の数が増え，モーラも増える。

　語頭のイ・エの混岡＝合一についても過去の状況はあいまいである。語頭

のイのない方言は，現在は「川北」（庄内地方最上川以北）が主で，エモコ（里芋

の子芋）のような発音がある。

　ユとヨの含一，拗音ユ段が心得に合一した現象も同様である。カヨ（粥飴，

樹液），ツヨ（露，金田一春彦の再構），タヨハン（神主く太爽様），ショーゲン

（祝言），ジョンモン（十文），チョ一実（中気）のような誰語が，かっての混同を

物語る。また士族に伝えられた「庄内論語」の唱え方で（酒井忠明践吹き込み

のカセットテープによる），「ギオ　ミテ　セザルワ　ヨー　ナキ　ナリ」のよ

うになるのは，『庄内方音孜』で「士大央」もユ〉ヨの設を免れないとした記

述と合致する。ただし，新潟方言などと違って，ヌとノ，ルとmなども合一し

たかは，不明である。

　二つ仮名か一つ仮名か，ズーズー弁かについては，市内でかつてシス，ジズ，

チツを混同したか，不明である。文献の記述でも不確かである。農村部では

混同し，現在の老人も区別がない。市内で混巧した形跡は，今となっては見つ

けにくい。

　音声的には，シ・ジ・ンジ・チでは非口蓋化子音＋中舌母音が使われ，セ・ゼ・

ンゼではU蓋化子音＋半里母音が使われる。

　なおここでのカタカナ表記は膏静的に与える。（表音的なら以下のように

与えたいところである。）

　　　　スイ　ズィ　ンズィ　ツイ　シェ　ジェ　ンジェ

〔］内に発音記号で音声を示す。簡略表記として用いる。母音［茎，w］が無声

子音の前で無声母音化する現象などは，表記には呈していない。（）内は，語

の意味。同音語は同じ（）内に示した。アクセントは無視してある。
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　5．1．2．　0体系語例

以下には，Y体系と違うもの（表2で網掛けした部分）のみ，語例をかかげる。

イェア

ウェア

ンジ

ンゼ

ンザ

ンゾ

ンズ

ンジヤ

ンジヨ

ンジユ

ンデ

ンダ

ンド

ンビ

ンベ

ンバ

ンボ

ンブ

ンビヤ

ンビヨ

ンビユ

エア

ハイエア〔hajε］（早い）

ヨウェァ［jOWε］（弱い） コウェァ［kowε］（こわい，疲れた）

サンジ［sa鍛］（匙）

カンゼ［kaきe〕（風）

アンザ［a2a］（あざ）

ナンゾ〔na20］（謎）

カンズ［ka2W］（数）

ダインジヤ［δa聴a］（大蛇）

ダインジヨンダ［da聴oaa3（大丈夫だ）

フンジュン［軸蜘N3（丁丁）

ユンデル［jdlaerur］（ゆでる）　ウンデ［詑e］（腕）

マンダ［maaa］（未だ）　メンダマ［meaama］（旨玉）　キレーンダ

　［kire：δa］（綺麗だ）

カンFh　［kaao］（角）　オンドリ［oao買］（踊り）

カンビ［｝｛asi一］（徽）　ワサンビ［wasa団（山葵）

カンベ［ka5e］（壁）　ナンベ［na5e］（鍋）

ハンバ［haSa］（輻）　ツンバゲ［tSWsage］（唾）

ツンボ［ts蝿Q］（壷）　ノンボル［RO60rw］（登る）

カンブラ［ka5wra］（蕪）　ハゴンブ［hago舳］（運ぶ）

テンビョーシ〔te6jo：sl’］（手拍子）

エァーサズ［ε；sazw］（挨拶）
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ヘァール［he　：　rva］（入る）

ケ．アーゴ［kεigo〕（蚕）　ケァーダ［kε：da］（書いた）

タゲァ［tagε〕（高い）

タゲァーダ［tagε：da］（持ったくタガイタ）

アツセァ［assε］（浅い）

ゼァンゴ［zeggo］（在郷）

サンゼァ［sa2ε］（栄螺）

テァーシタ［tε：S覚a］（大した）

カデァ［kadε］（固い）　デァーゴン［dε］90N］（大根）

キョーンデァ［kjo：aε］（兄弟）

ネァー［nε：］（無い）

カレァ［kare］（辛い）

エッペァ［ePPε］（いっぱい）

サンベァ［sa曲ε］（3杯）

ニンベア［虹Sε］（2倍）

ンメァ［mmε］（うまい）

　以下は音声が顕著に違う例である。ンゼァについてはすでに掲げた。

セ　　　　アセ［a∫e］（汗）口先［∫egご］（核）セー［∫e；］（しろ）

ゼゼーキン［3e：k梱］（税金）

　　5．2．1．　Y体系モーラ表　（表3参照）

　Y体系のモーラ表の表層をみると，共通語のものと類似する。しかし音声

的に差異は大きく，発音すればすぐ分かる。原因は母音の音色が違い，また歴

史的対応が違うことによる。母音は5母音であるが，イウエの音声が違う。

子音ではO体系における濁音の入りわたり鼻音が消失した影響が大きい。こ

れにより子音音素は減少した。ただしガ行鼻音は，音声的に入りわたり鼻音

と違っていたのでそのまま保たれた。
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蓑3 Y体系モーラ蓑　鶴岡市内中年層
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　語中でもハイル（入る）・ハエル（生える）・ウナサエル（うなされる）などのよ

うにイ・エの区別がある。

　音声的には古音と共通語化の結果とが共存している。シ・ジ・チでは非口蓋

化子音と中舌母音が使われる。シェ・ジェではB蓋化子音と狭い母音工が使

われ，セ・ゼと語によって並存している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　5．2．2．　Y体系語例

　以下に各モーラの語例をあげる。語頭と語中，前後の音環境（5母音・促音・

撒音・長音）を考慮に入れて，様々な例をあげる。最小対（ミニマルペァ）の例

をあげるようにしたが，各モーラごとに語例を並べたために，ペアを探しにく

い。

喉音系列

イ　／’i／イー［1一　1］（皆目）　イシ［lsl］（石）　イバル［’lbarw］（威張る）　ハイル

　　　　　［halr鵡（入る）　タイゴ［ta　’i　gol（太鼓）　キーロ［kX：ro〕（黄色）ス

　　　　　イガ［sm　1’　ga］（西瓜）　コイ［ko　1’］（鯉・恋）　ゲンイン［geMNコ（原困）

エ　／’e／エー［el］（柄）　ハエル［haer朗（生える）　ニエル［nlerdi］（煮える）

　　　　　ウエ［we］（上）　コエ［koe］（声。肥え）　サンエン［saNeN］（三円）

　　　　　ツエ［ts田e3（強い）

ア　／’a／アサ［asa〕（朝）　ホラアナ［horaana］（洞穴）　ニアウ［nlatu］（似合

　　　　　う）　タグアン［tagwaNコ（沢庵）　マエアシ〔maeasl’］（前足）　トア

　　　　　ミ［toa磁］（投網）

オ／’o／オッパ［oppa］（尾）オドゴ〔odogo］（男）カオ［kao］（顔）シオ

　　　　　［S10］（塩）　カズオ［kazuro］（鰹）　テオゲ［teoge］（手桶）　カンオ

　　　　　ゲ［kaNoge］（棺桶）

ウ　／’u／ウー［田：］（鵜）　ウリ［瞭司（瓜）　カウ［kaur］（買う）　イウ［加］（言

　　　　　う）　ミズウミ［mlzwurml’］（湖）　ヒロウ［嫉ro朗（拾う）

イエ／’je／ハイエ［haje〕（畢い）
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ヤ　／’ja／ヤマ［jama］（由）　カヤ［kaja］（蚊張）　ヒヤス［hl’jasur］（冷やす）

　　　　　クヤム［kurjamw］（悔やむ）ヘヤ［heja］（部麗）　オヤ［oja］（親）

　　　　　ホンヤ［ho㌶ja〕（2山屋）

≡ヨ　／’jo／ヨージ［jo：z’i］（用事）　ヨウェ［jowe］（弱い）　コヨりこkojor13（紙

　　　　　圭念り）　ドヨー［dojo：］（土曜）　メンヨー［meNjo：］（綿羊）

ユ／’ju／ユリ［jwr1］（百合）ユビ［jwbl’］（指）オユ［ojva］（お湯）マユ

　　　　　［maj田］（繭）　フユ［釦」蝿（冬）　ショーユ［Jo：蜘］（醤独）　カンユ

　　　　　［kaNj田］（9i油）

ワ　／’wa／ワッカ［wakka］（輪）　カワ［kawa〕（］］1）　ワリ［war　1’］（悪い）　イワ

　　　　　［lwa］（岩）　クワ〔魏wa3（桑・鍬）セワ［sewa］（世話）　デンワ

　　　　　［deNwa］（電言舌）

ウェ／’we／ヨゥェ［jowe］（弱い）　コウェ［kowe］（恐い・疲れた）

ヒ　／hi／ピー［hl：〕（火）　ヒヤグ［hl’jagur］（柄杓）　オヒサマ［oh　’i　sama］（お

　　　　　日様）　ジョーヒン［30：hlN］（上品）

へ　／he／へ一［he：］（屍）ヘソビ［hesobll（鍋墨）　シマヘビ［s抽ahebf］（縞

　　　　　蛇）　ニヘン［藍heN〕（二辺）

ハ／ha／ハッパ［hapPa］（葉）ハド［hado］（k馨）ゴハン［gohaN］（御飯）デ

　　　　　ハル　［deharee］（出る）　シハン［slha鵡（師範）

ホ　／ho／ボー　［ho　i］（穂・帆）　ホダル［hodarur］（蛍）　アホ［aho］（阿呆）　テ

　　　　　ホン［tehON］（手本）　ニホンこn通ONI（二本）

フ　／hu／フー［Φ観］（麩）　フユ緬萌劇（冬）　サイフ［sa坤副（財布）　アフレ

　　　　　ル［aflurerur］（溢れる）　トーフ［to：軸］（豆腐）

ヒャ／hja／ヒャグ［hjagru］（百）　ニヒャグこ飛yhjagUI］（二百）

ヒョ／hjo／ヒョ　一一シ［hjOiS’i］（表紙）　ニヒs一［匿hlo：］（二俵）

ヒュ／hju／ヒューズ［hjdi：zes］（ヒューズ）

キ　／ki／キリ［kirr］（霧・桐）　アキタ［a組ta］（秋田）　ガッキ［gakkl］（段）

　　　　　ホンキ［hogk1’］（本気）

ケ　／ke／ケムリ［ke儲r1］（煙）　シケン［slkeN］（試験）　ツケル［tscakerva］
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　　　　　（付ける）　ソケット［soketto］（ソケット）　マルケル［marwkerw］

　　　　　（丸める）

カ　／ka／カミ［ka藍］（紙・髪）　シカグ［sYkagva］（四角）　ヒカル［hlkar田］

　　　　　（光る）　サンカグ〔saBkagur］（三角）　ハッカ£hakka］（薄荷）

コ　／ko／コメ［ko欝e］（米）　ハンコ　［haBko］（判）　スリコギ〔s灘rlko躯］（すり

　　　　　こぎ）　ヤッコエ［jakkoe］（柔らかい）　ハッコエ［hakkoe］（冷たい）

　　　　　マルコエ［marvakoe］（丸い）

ク　／ku／ハクサイ［hakursa　’i　］（白菜）　ハナクソ［haBakurso］（鼻くそ）　メク

　　　　　ソ［mekvaso］（目くそ）　モンク舳。麻姻（文句）　トックリ［tokk田rl］

　　　　　（徳利）

キャ／kja／キャグ［kjagw］（客）　キャンデー［kjaRde：］（キャンディー）

キョ／kjo／キョー　［kjo：］（今日）　キョネン［kjoneN］（去年）　ラッキョ

　　　　　［rakkjo］（らっきょう）　センキョ［segkjo］（選挙）　トーキョー

　　　　　［to：kjo：］（東京）

キュ／kju／キュー［kjval］（灸）　キューコー〔kjwiko：］（急行）　ヤキュー

　　　　　［jakjWi］（野球）　オンキュー［0藤麺：］（愚給）

ギ／gi／ギンバル［9加bar灘］（いきむ）ヒッギ［hl’991’］（低い）カギ［kag　1’］

　　　　　（柿）　アギダ［aglda］（飽きた）

ゲ／ge／ゲッパ［geppa］（びり）マゲル［magerur］（負ける）タッゲ［tagge］

　　　　　（高い）　タゲ［tage］（竹）

ガ／ga／ガッキ［gakk　1’］（段）ガス［gasur］（ゴミ）アガ［aga］（赤・垢）

ゴ／90／ゴシャグ［gofagW］（怒る）　ジューゴ［3ur：90］（十五）　ケシゴム

　　　　　こkesXgo圃（消しゴム）　タゴ［tago］（蛸・凧）

グ　／gu／グミ［9田m舅（ぐみ）　キグこ組g朗（菊）　ヒグ［鍵9劇（引く）　トーグ

　　　　　エ〔to：gvae］（遠い）

ギャ／gja／ギャグ［gjagW］（逆）オギャグ［ogjagm］（お客）

ギョ／gjo／ギョーギ［gjo：ij1’］（行儀）オギョー　［ogjOl］（お経）

ギュ／gju／ギューニュー［gj田：Rj田：］（4二乳）オギュー［og卸］（お灸）
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ギ　／重／カギ［kagl’］（鍵）　ウナギ［田na躯3（鰻）　ペンギン［peg9蝿（ペンギ

　　　　　ン）

ゲ／ge／カゲ［kalle］（影）コゲル［kogerw］（焦げる）マゲル［malleres］（曲

　　　　　げる）　ニンゲン［n功奪eN］（人口）

ガ／ga／カガミ［kagam’i］（鏡）ハガギ［ha君ag1］（葉書）ハンガ［hagga〕（版

　　　　　画）

ゴ　／ijO／アゴ［ago］（顎）　ハシゴEhas鶏。］（梯子）　メンゴエ［meggoe］（かわ

　　　　　いい）　リンゴ［r　1’　990］（林檎）

グ／ou／サワグ［sa陥騨］（騒ぐ）　ヌグ［nurgur］（脱ぐ）　モグラ擁。馴ra］（も

　　　　　ぐら）　ドングリ［doな卿頁3（どんぐり）

ギヤ／gja／ハンギヤグ［haogjagur］（反逆）

ギヨ／廓。／ニギヨー［n均jo：］（二背）

ギュ／gju／ニューギュー［njmlojw：］（乳隼）

舌音系列

シ　／si／シソ［sXso］（紫蘇）　アシ［as月（足）　シシ［slsl］（獅子）　ハンシ

　　　　　〔haNsl’］（半紙）ザッシ〔zass蛋］（雑誌）

セ／se／セメン（ト）［semeN］［semento］（セメント）キセン［k　1’　seN］（汽船）

　　　　　ビンセン［b蟄seN］（便箋）

サ　／sa／サゲ［sage］（酒）　サラ〔sara］（皿）　ハサミ［hasa睡コ（鋏）　ケンサ

　　　　　［keNsa］（検査）　アッサリ［assar　1’］（あっさり）

ソ　／SO／ソリ［SOr　1’　］（槻）　ソデ〔SOde］（袖）ヘソ［heSO］（騰）　ホッソエ

　　　　　［hossoe］（細い）　エンソグ［eNsogw］（遠足）

ス　／su／スミ［s田嫉］（墨・炭）　カラス［karasur］（鳥）　トース［tOlsw］（通す）

　　　　　タンス［taNsur］（タンス）　ヤッス〔jass碍（安い）

シェ／sje／シェー［∫e：］（しろ）　ヨゴシェ　［jogO∫e］（よこせ）　オモシェ

　　　　　［emofe］（面白い）　シェ・ギ［∫e錘3（咳）　シェパード［fepa：do］

シャ／sja／シャツクリ［iakkhir1’］（しゃっくり）　タッシャ［ta∫∫a〕（達者）　ジ
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　　　　　テンシャ［z覚e臆a］（自転車）

ショ／sjo／ショーガズ［fo：llaZW］（1E月）　ショーユ［fo：j　ur］（醤油）ハンショ

　　　　　一［haN∫o：コ（半鐘）　オシヨハン［o∫ohaN］（和尚さん）

シュ／sju／シュU［∫eero］（シュm）　シュージ［∫U：Z鐸（習字）　セーシュ

　　　　　［se：細］（清酒）　センシュ　［seNfee］（選手）　リッシュン［r∬鋤N3

　　　　　（立春）

ジ　／zi／ジーEzfl］（字）　ジシャグ［z1∫ag副（磁石）　アジ［azl’］（味）　カジ

　　　　　［kazl］（火事・家事・勝ち）　ツジ［ts田z1］（土）

ゼ　／ze／ゼンマイ［zemma　1’］（ぜんまい）　磁心キン［ze　lkfNコ（税金）　カゼ

　　　　　［kaze］（風・風邪）　ガーゼ［ga：ze］（ガーゼ）　アンゼン［andzeN］

　　　　　（安全）

ザ／za／ザマ［zama］（ざま）ザル［zarva］（旅）アザ［aza］（癒）カザリ

　　　　　〔kazarf］（飾り）ギンザ［gl’ndza］（銀座）

ゾ　／zo／ゾーギン［zo：g蟄］（雑rb）　ゾー［zo：］（象）　ナゾ［nazo］（謎）　カ

　　　　　ゾエル［kazoerw］（数える）　シンゾー［s沁dzO　l］（心臓）

ズ　／ZU／ズガ［zwpa］（図画）　ミズ［煎Z瞭（水）　アズガウ［azwgaw］（扱う）

　　　　　アッズ［azz副（暑い・厚い）　カンズメ［kandzurme〕（缶詰）　タズ

　　　　　〔taz田］（立つ）

ジェ／zje／ジェットキ［3ettoki］（ジェット機）

ジャ／zja／ジャグジ［3ageez’1］（蛇口）　ジャリ［3ar　1’］（砂利）　クジャグ

　　　　　［kva3agur］（孔雀）

ジョ／zjo／ジョー［301］（錠）　ジョーロ［30：ro］（如露）　ドンジョ［dond30］

　　　　　（どじょう）　カンジョ［kand30］（便所く閑所）

ジュ／zju／ジューバゴ〔3ur　：　bagO］（重箱）　ジュズ［3WZW］（数珠）　ボグジュ・一・一

　　　　　［bogm3ee：］（墾汁）　シュジュズ［fva3vazur］（手術）　ショージュー

　　　　　［∫o：3w：］（焼酎）

チ　／ci／チー［S　S　1’　：］（血）　チジ［tslZ1］（父・知事）　チカラ［℃slkara］（力）

　　　　　ヤバチ〔jabatsi］（濡れて不快だ）　オッチ［otts　1’］（唖）　マッチ



　　　　　［租atts1］（マッチ）　オンチ［ont鏡］（音痴）

ツオ／CO／ゴッツrt　一　［gottSO：］（ご馳走）

ツ　／cu／ツギ［ts岡13（次・継ぎ）　ツル［tStwrtU］（鶴）オツカイ［ots田ka月

　　　　　（お使い）　バケツ［bakets田］（バケツ）　ヤッツ［jattsru］（八つ）

　　　　　パンツ［pants田コ（パンツ）

チェ／cje／チェーン［t∫e：N］（チェーン）

チャ／cja／チャー［tSa：］（茶）　チャワン［t∫awaN］（茶碗）　コゲチャイm

　　　　　［koge封a立03（焦げ茶色）　イッチャグ［ltt∫ag朗（一着）　パンチ

　　　　　ヤ［bant∫a］（番茶）

チョ／cjo／チョーチョ［t∫O：t∫0］（蝶）　チョージン［t∫OlzXN3（提灯）　イチョ

　　　　　一［跳∫o：］（銀杏）　テチョー　［tet∫o：］（手帳）

チュ／cju／チューガッコー［t畑聡akko：］（申学校）　ジョチュー［30t細：］（女

　　　　　中）　デンチュー　［deRtfw　：〕（電柱）

テ　／te／テー　［te：］（手）　テズ［tez曝（鉄）　チンキ［艶okl］（天気）　ヒダリ

　　　　　テ［h1da買te］（左手）　トゴロテン〔togoroteN］（心太）　カンテン

　　　　　［kanteN〕（寒天）　キッテ［k㍑te］（切手）　ジテンシャ［zYteN∫a］

　　　　　（自転車）　ケブテ［kebvate］（煙い）　ネブテ［nebwte］（眠い）

夕　／ta／タンボ〔tambo〕（田圃）　タマ［tama］（玉）　ホータイ［ho：ta’i］（包帯）

　　　　　ジュータグ［3w：ねg明（住宅）　キタ［klta3（北・来た）　フタ［㈱ta］

　　　　　（蓋）　ヒタイ［hlta13（額）　ヒラタゲ［h　1’　ratage］（平茸）　センタ

　　　　　グ［sentagw］（洗濯）キッタ［k　1’　tt　a］（切った・来ている）バッタ

　　　　　［batta］（ばった）

ト　／to／トリ［tor司（鳥）　トーフ［to：fPur］（豆腐）　カントマメ［kantomame］

　　　　　（南京豆く開東豆）　ヤットテ［jattote］（やっと）　フートー

　　　　　［鯛1之。：〕（封筒）　ヒトリEh跳orl］（一一人）　アヤトリ［ajatorl］（綾

　　　　　取り）　カトリセンコ［katorlseijko］（蚊取り線香）　フットエ

　　　　　［fPwttoe〕（太い）セート［se　rko〕（生徒）

デ／de／デハル［deharw］（出る）デギル［deg工r田］（できる）ユデル
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　　　　　［jesderva］（茄でる）　テーデン［te　l　deNコ（停電）　カデル［kader朗

　　　　　（勝てる）　オギデル［ogVderur］（起きている）　ウデ［eede］（腕・打

　　　　　て）　タデ［tade］（縦・立て）

ダ／da／ダイグ［da面詰（大工）ダグ［dagw］（抱く）ヤンダ［janda］（いや

　　　　　だ）　マダ［mada］（又・未だ）　カダ［kada］（肩。型）　フダ［蜘da〕

　　　　　（札）　アメダマ［ameda阻a］（飴玉）　キレーダ［kfre：da］（きれいだ）

　　　　　ヒョーダン［hjo：daN］（瓢箪）　ジョーダン［30：daN］（冗談）

ド　／do／ドグ［dogw］（毒）　ドデ［dede］（土手）　ネンド擁endo］（粘土）　カ

　　　　　ド［kado］（角）　オドリ［odo頁］（踊り）　オーソードー［O：SO：do：］

　　　　　（大騒動）　マド［mado］（的・窓）　アド［ado］（後・跡）

二　／ni／ニモツ［Ri’Motsw］（荷物）　エル［n　i“　rur］（煮る）　カエ［kanfユ（蟹）

　　　　　ゾー二［zo：nl’］（雑煮）　ニンニグ［n並藍鱗］（にんにく）

ネ　／ne／ネッコ〔nekko］（根）　ネル［nerdi］（寝る・練る）　カネ［kaRe］（金）

　　　　　スネ［SWBe］（脛）　シンネン［s猛ne朗（新年）　カエネ［kaene］（変え

　　　　　ない。食えない）

ナ／na／ナッパ［nappa］（菜）ナメ［name］（名前）ナル［narur］（成る・鳴る）

　　　　　ハナ［hanaコ（轟・花）　スナ［swna］（砂）　ギンナン〔glnnaN］（銀杏）

　　　　　トンナ［tonna］（取るな）

ノ／no／ノハラ［nohara〕（野原）ノル［itorm］（乗る）ミノ［盛no］（蓑）キ

　　　　　ノゴ［k魚ogo〕（茸）　カンノンサマ［kannoNsama］（観音様）

ヌ　／nu／ヌスム［nwsesmva］（盗む）　ヌル［n田r朗（塗る）　キヌ［k　i’　nw］（絹）　コ

　　　　　ヌガ［konurga］（米糠）

ニャ／nja／ニャンコ［njagko〕（猫）　コンニャグ［konnjagtS］（こんにゃく）　ハ

　　　　　ンニヤ［hannja］（般若）

二S／njo／ニョーボ［Bjo：bo］（女房）　ニョロニョロ［njoronjoro］（によろに

　　　　　ょろ）

ニュ／nju／ニューガグ［nj概oag田コ（入学）　ニュース［nj臨s田］（ニュース）　シ

　　　　　ンニューこSfnnj田：］（しんにゅうm部首の）



り　／ri／リス［r’tsur］（りす）　リンゴ［r功瓠。］（林檎）　クリ［k田買］（粟）　エ

　　　　　リ［er支］（衿）　オリル［orl’rur］（降りる）　トリガダ［tor　’1　gada］（取

　　　　　り方）

レ　／re／レンコン［reBkON］（蓬根）　レコー5“　［reko　l　do］（レコード）　クレ

　　　　　〔keere］（暮れ。呉れ）　ヒレ［嫉re］（鰭）

ラ　／ra／ラグダ［ragurda］（らくだ）・ラッパ［rappa］（ラッパ）　カラス

　　　　　［karaSW］（烏）　シラミ［S立a並3（しらみ）　クラ［kesra］（禽）

ロ　／ro／muグ［rogw］（六）　m一ガ［ro；ga］（廊下）　コンロ　［kONro］（規炉）

　　　　　プロ［㈱ro］（風呂）　シロ［SΣro］（白）

ル　／ru／ルスイ〔劃S匝3（留守番）　アッピル［appl’rm］（あひる）　ウル［dirur］

　　　　　（売る）　アゲル［agerca］（開ける）　クエル［麹er田］（呉れる・塞く・）

リャ／rja／リャグジ［rjag綴zl］（略字）

リョ／rjo／リョーリ［rjo：r13（料理）エンリョ［eNrjo］（遠慮）

リュ／rju／リュー［r舞：］（竜）　ジil　一一リュー［30：rjur；］（上流）

唇音系列

ピ　／pi／ピアノ〔p’lanQ］（ピアノ）　ハッピ［happ司（法被）　トッピデモネ

　　　　　［toppl’demone］（突飛な）　エンピズ［e囎lz切（鉛筆）　キンピラ

　　　　　〔k抽P工ra］（金平）　スピード［surp　1’　：do］（スピード）

ぺ／pe／ページ［pe：z1’］（頁）ペンサギ［peNsagl’］（ペン先）テッペン

　　　　　［窒eppeN］（天辺）　モンペ〔田。即e］（もんぺ）

パ　／pa／パン〔paN］（パン）　パーマ［pa：ma］（パーマ）　デパート［depa：to］

　　　　　（デパート）　ミツバ［mttsurpa］（三つ葉）　スパイ［swpa　1’　］（スパイ）

　　　　　ハッパ［happa］（葉）　カッパ［kappa〕（河童）　シンパイ［s麺pa　l］

　　　　　（心配）

ポ　／po／ポンプ［pompur］（ポンプ）　ポケット£poketto］（ポケット）　テッポ

　　　　　一［tepPO：］（鉄砲）サンボ［sampo］（散歩）　スポーツ［swpO：tSuj］

　　　　　（スポーツ）
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プ／pu／プロペラ［pwropera〕（プロペラ）　ポプラ［popwra］（ポプラ）パイ

　　　　　プ［pa　1’　pee］（パイプ）　ポンプ［pompur］（ポンプ）　キップ［kl’ppve］（切

　　　　　符）　イップン〔1’PPWN］（一分）サンプン［sampurN］（三分）

ピヤ／pja／ハツピヤグ［happjagw］（八百）

ピョ／pjo／トッピョーシモネ［Soppjo：s’imoite］（突飛な）　カンピョー

　　　　　［kampjo：］（干瓢）　イツピヨー雛PP301］（一郭）　ハツピヨー

　　　　　［happjo：］（八俵・発表）

ピュ／pju／ビュービュー［P麺：p麺13（ビュービュー）

ビ　／bi／ピジン［bl－zl’N］（美人）　ビワ［疽wa］（琵琶）　ビン［b蟄］（瓶）　カビ

　　　　　［kab　1’］　（tw）　ワサビ幽asa演］（山葵）

べ／be／ベンジョ　［beRd30］（便所）ベントー［bento＝］（弁当）カベ［kabe］

　　　　　（壁）　ナベ［nabe］（鍋）　アンベ［ambe］（案配）　センベー［sembe：］

　　　　　（煎餅）

バ　／ba／バシヤ£bafa］（馬車）　バガ［baga］（馬鹿）バジ［baz茎］（罰）　ハバ

　　　　　［haba］（輻）ツバゲこ宅s曲age］（唾）

ボ／bo／ポロ［bo「o］（橿襖）ボダン［bodaN］（釦・牡丹）ボッキレ

　　　　　［bokkl’re］（棒切れ）　ツボ［ts曲。］（壷）　ノボル［noborw］（上る）

　　　　　ゴンボ［gombo］（午募）　トンボ［tombo］（とんぼ）

ブ／bu／ブダ£b田da］（源）ブF’　一　［bmdo　：］（葡萄）ブンド［加ndo］（葡萄）

　　　　　カブラ［kaburra］（蕪）　ハゴブ［hagobur］（運ぶ）　コンブ［kombtU］（箆

　　　　　布）　シンブン［sl’mbdiN］（新聞）

ビャ／bja／ビャッコタイ［bjakk◎tal］（白虎隊）　サンビャグ［sambjagw］（三百）

ビョ／bjo／ビョーブ［bjOibw］（屏風）　ビョーイン［bj　O：　1’　N〕（病院）ガビョー

　　　　　［gabjo：］（画鋲）　テビョーシ［tebjo：sl〕（手拍子）

ビュ／bju／ビュービュー［bjurlbjeSI〕（ビュービュー）　ビュンビュン

　　　　　［bjembjdiN］（ビュンビュン）

ミ　／mi／ミ・一一一　［m　1’　1］（実）　ミガンこ厳gaN］（蜜柑）　ミミ［頭証］（耳）ハサミ

　　　　　［hasarnl］（鋏）　サンミ〔sa孤並1（寒い）



メ　／me／メー一　［me：］（黛・芽）　メシ［mes“i〕（飯）　コメ［kome］（米）　メメズ

　　　　　［memezur］（みみず）　サメ［same］（鮫）　イッカンメ〔lkk躍鵬3（～貫

　　　　目）　イッチョ一切［1’　ttfo：me］（一丁B）　アンメ［amrae］（甘い）

マ　／ma／マエ［mae〕（前）　マズ［mazw］（まず）　シマ［s加a］（島）　ゴマ［goma］

　　　　（胡麻）　サンマ［samma］（さんま）

モ／mo／モグ［mogw］（川藻）モラウ［mora副（貰う）カモ［kamo］（鴨・加茂）

　　　　イモ［加。］（芋）　サンモン［sammON］（三文）

ム　／mu／ムリ［murr’i］（無理）　ムガデ［mwgade］（百足）　カム［kamw］（咬む）

　　　　フム［軸珊］（楚む）　ノム［nomw］（飲む）　マムシ［自認田s唱（嬢）　カ

　　　　　ンムリ〔kammmrf］（冠）

ミャ／mja／ミャグ［mjagur］（脈）　サンミャグ［sammjagur］（山脈）

ミョ／麺。／ミョーガ£mjo：ija〕（茗荷）　ミョージ［mjo：zl’］（名字）　トーミョー

　　　　　［to皿jo：3（灯明）

ミュ／mju／ミュージック［瑚概zlkk曝（ミュージック）

モーラ音素

ン　／N／ンダこnda］（そうだ）　ンデネ［ndene］（違う）　（ンナ［Rna］（お前）

　　　　　ンガ［gga］（お前））　アンゼ［andze］（誉るぜ）　ソンマ［somma］（す

　　　　　く・）アンニャ［annja］（兄）　ホン［hON］（本）　カン［kaN］（缶）　ン

　　　　一〔Nl］（うん）

ッ　／Q／ハッカ［hakka］（薄荷）　カッテ［katte］（勝手・買って）　アッセ

　　　　　［asse］（浅い）　オッパ［oppa］（尾）　カッデ［kadde］（固い）　アッ

　　　　ゲ［agge］（赤い）　スッガ［surgga］（為るか）　アッド［addoj（有ると）

　　　　アッゼ［azze］（有るぜ）

一　／R／ホ～ソー［hO　l　so：］（放送）　ホーカゴ［ho：kago］（放課後）　コート

　　　　　ーガツコー　［ko：to：ijakko：］（高等学校）　トーガ［to：ga］（十日）

　　　　　ソーダン［so：daN］（相談）　カーレ［ka：re］（辛い）
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表4M体系ma　一ラ衷　鶴岡市内青庫属

　　網掛けはY体系との相違箇所
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鵬
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肱
バ
㎜
マ

so　su
ソ　　ス

zo　zu
ゾ　ズ
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ト　墨ウ
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ノ　ヌ

ro　ru
ロ　ル

Po

|
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o
ボ
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脚
プ
㎞
ブ
㎜
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je　Ja
イェヤ
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　　kja
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sje　sja

ソェ　ソヤ
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cje　cJa
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n］a

二・ヤ

rja

リャ

pja

ピャ

bja

ビャ

mja

ミャ

ラ　ロ　　　　ひ　　　　　　　　　　　ウ　　　　　ウ

］O　　］U　　一一　田e　　wa　　－nd

ヨ　ユ　　　ウェ　ワ
hjo　　hju　　hwi　　hwe・hwa　　hw◎

ヒョ　ヒュ7イ、フ鑑フアーフオ

kjo　kju　一一　一　一　一

キョキュ
9コ0　9］U　　一一　　一一　　『一　　met一一

ギョギュ
mo　翻］疑　　一一　　一一　　一一　　一一

ギョギュ

Sjo　S］U　　一一　　一一　　一一　　一一

ソヨ　ソユ

Z〕O　　Zju　　　一一

で　　　　　　 ヨ　

ンヨ　ンユ

Cjo　CIU　　一一

チョチュ

n］O　n］U　　一一

一ヨ　ーユ
rjo　　r］U　　　一一

リョリュ

PJO　　P〕u　　　一一

ピョピュ

bjo　bju　一一

ビョビュ

孤30　　m］U　　　一

へ　　　　　　　　 ヘ
ヘ　　　　　　　　 へ

、ヨ　、ユ

　　　　一　　 一

m－　m　一　”　Pm　nt

N　　Q　　R
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　　5．　3．1．M体系モーラ表　（表4参照）

　M体系の｛一ラ表の注記は，Y体系と違うものにのみ言及する。

　最大の相違は外来語音を受容したことである。受容された発音は現代共通

語と岡じである。○体系で［hwa，　hwi，　hwe，　hwo］などがあったが，同じも

のが外来語で使われるようになり，また［ti，　tu，　di，　du］などの結合が使

われるようになった。

　前述のように若い世代の中で個入差・場面差があるが，母音の音声が共通語

と同じようになる偲人がいる。またシ・ジ・チについては，共通語的な［fi，

3i，£fi〕から方言的な［sx，　Z1，℃S1］まで，音声的変異がある。有声化に

関しては，Y体系と同じように歴史的変化の結果を残しているので，「ことば

が濁る」という印象は変わらない。

　　5．3．2．　M体系語例

　以下にY体系と食い違うモーラの語例を掲げる。前述のように，母音に変

化があり，音声的にも共通語と同じようになった。ただし，ここでの［］内

の表記は簡略表記で，0体系・Y体系との違いは示せない。

ティ／ti／

ディ／di／

トゥ／tu／

ドゥ／du／

ブイ／hwi／

フェ／hwe／

ファ／hwa／

フオ／hwo／

アイズティー［aismti：］　ピーティーエー［pi　lti：e；］（PTA）

シーディー［∫i：di：］（CD）

トウナイト［twnaito］

ブイッシュ［Φi∫∫田］

フェノレト［ePerwto］

ファイト［Φaito］　ファン腫a魏］

フオ’一ム［llOIMM］

　以下は音声がY体系と食い違うモーラである。

シ　／si／　オモシ［omo∫i］（面白い）

ジ　／zi／　　ジープ［3il脚3

チ　／cY　　チーズ［t∫i：z朗
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6．　おわりに

　ここでの目標は，とりあえず文法・音韻記述に統一された表記を与えること

だったが，さらに拡大して現段階の音韻体系のありかたを，社会言語学的な変

異を考慮に入れて，考察してみた。一一地域社会に，歴史的な層を異にするいく

つかの音韻体系の共存がありうるという分析によって，鶴岡市の音韻の実態

と動態を把握しえた。

　現実にある一個人の音韻体系の記述を試みると，あるモーラについては

（またはある語については）新しいまたは古い発音を身につけていることが

ある。さらに，ある場面で新しいまたは古い発音を使うことがある。欄人語

idiolectといえども単一の整然たる体系を示すとは隈らない。ことに現在

は鶴岡市民のかなりが方言と共通藷を場面に応じて使い分けている。この鶴

岡の音韻においても，本来Y体系の使用者が，外来語の発音を身につけている

ことがある。また本来0体系の持ち主と見なされるにも関わらず，鼻音化が

外来語や近代漢語に及んでいないことがある。音韻の習得が，郷人の一一生の

あいだに様々なルートから多様な形で行われることに対応しているのだろう。

　つまり下弓が音韻体系として少なくとも二つのものを身につけ，場面・状況

により（古風な方言的なものと新しい共通語的なものとを）使い分けているこ

とになる。音韻体系の共存というときに，地域社会全体としての共存を思い

描いて，個入内での共存は二方言を使い分ける例外的な人（bidia玉ectal）につ

いてのみ考えるとしたら，不十分である。また，現状は方言から共逓語への連

続体continuumをなしていて，過渡期の混沌状態であるという見方は，現実

の規則性・傾向性を無視している。現在の共通語化の過程では，ほぼ全成員が

様々な形で音韻体系を共存させ，場面などによって適切に使い分けている。

発音の使い分けは，現在の急速な共通語化の進行の中で，他地域の日本語方書

でも起こっていることだが，鶴岡方言の場合は，東北方雷の音韻的特徴がある

ために，とりわけ際だって現れた。使い分け・共存は，過去のゆるやかな共通

語化・中央語化の過程でもあったことだろうし，他言語の史的変化でも見られ



る，なかば言語普遍的な現象であろう。これまでの構造言語学的な音韻記述

では，少数の（またはただ一人目）インフォーマントによって，単一の静的な体

系の樹立を目指していたが，それが現実を完全に反映しうるものか，反省の余

地がある。

　これまで3次にわたる鶴岡調査の音韻項目での共通語化の点数は，地元出

身者の目から見ると，高すぎる。帰省・調査の度ごとの「参与観察」でも体験し

ていることである。はじめは共通語的な発音で話していても，世下話をして

打ちとけた場になり，方言を尋ねるという場面を設定すると，0体系・Y体系

の発音が出やすいのは，これまでの多くの方言調査で経験したことである。

戦後問もなくの第1次鶴岡調査では，一番共通語的なことばの出やすい「よそ

から来た人による調査」という場面を設定し，発音調査であることが分かるよ

うな形で聞きだしたという。その効果が第2次・第3次調査でははっきり現

れて，ふだん街で耳にするのよりずっと共通語的な発音が出たと考えられる。

アメリカのラボブによるたくみな調査法で，個人内の音韻の使い分けは現代

社会言語学の常識になった。幸いに第3次調査では，場面差についての追加

調査も行われたので，その分析結果を待つことにしたい。

　Y体系は，考えようによっては，現実の複雑な方書音使用の中から，単純な

体系を抽出したものといえる。古風な方言的発音を排除し，かっ最近の外来

語音を除外して分析したものである。ある個人のある場面の発音がY体系

であっても，その摘入がまったくY体系しか使わないとは剛志できない。こ

とに外来語音は，様々な形で現在の方言体系の中に影響を与えっっある。こ

れも第3次調査で加えてあるので，鶴岡調査では，現代日本語方言の音韻の変

化・展開の過程が実証的に描き出されることになるだろう。社会言語学的手

法による変異の実態調査は，静態的記述に基づく構造言語学的な体系記述と

も連携を保つことが望ましい。共存体系の設定はまさにその接点にあたる。

日本の他地域の方書の記述も，以上のような共存する音韻体系の立場から行

われることが望ましい。該当地域で生育した人nativeの観察と内省を生か

すことができれば，現実に即した分析ができるだろう。
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1．調査の概要

調査の概要は以下のとおりである。

1．1，調査H時

1992年11月22～24日，1993年9月4～5日，1993年12月12日～13日目実施した。

1．2．　目的

　鶴岡方言のアクセントの共時的な姿について，次の事柄を明らかにするた

め調査を行なった。

　　　（1）音声的事実について従来の報告で述べられていることを確認する。

　　　（2）アクセント体系と音韻解釈，特に相補分布の問題について考察す

　　　　る資料を得る。

　　　（3）動詞の活用形と派生形のかなり詳しい報告をする。

　　　（4）類別語彙を中心にアクセント素の所属に関する資料を充実させる。

　鶴岡方言のアクセントは，その音韻解釈をめぐってこれまでいくつか論争

があった（和田（1962），上野（1975）を参類）。本稿では，名詞のアクセントを述

べる際にその解釈について触れるが深入りはしない。今までの研究が，解釈

をめぐって名詞中心だったことを考慮し，ここでは，動詞アクセントについて

詳述する。したがって，本稿の中心をなすのは，（3）である。また，形容詞のア

クセントについても言及する。
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1．3．話者

　話者と調査した内容注1｝は次のとおりである。話者の方はいずれも瞬鶴岡

市内生まれである。

　　　話者A氏小野寺茂氏。男。1925年鶴岡市新海町生まれ。5年聞千葉

　　　　　県市川市（1941～45），15年間山形渠東副il郡藤島町（1953～68，鶴

　　　　　岡市に隣接，勤務は鶴悶市）に外住＆2）。鳥居町在住。名詞のアク

　　　　　セント体系と用言活用のアクセント体系の概略を調査。

　　　話者B氏　小野寺秀子氏。女。1927年鶴岡市末広町生まれ。小野寺茂

　　　　　氏と夫婦。鳥居町在住。名詞のアクセント体系と用言活用のアク

　　　　　セント体系の概略，ならびに名詞の金田一語彙と若干の用言の類

　　　　　別語彙を調査。

　　　話者C氏　富樫善治氏。男。1937年鶴岡市大宝寺町生まれ。新形町在

　　　　　住。上記内容と動詞の活用形と派生形の詳しい調査，ならびに名

　　　　　詞と動詞の金田一語彙を調査。

　これらの話者の方言の音声的特徴をあげる。

　表鷹は，方言の古い特徴を保持しているかどうか表したもので，たとえば，

特徴（1）は／hi，　he，　hjv／（Vは母音）の子音に現れる両唇摩擦音化，特徴（6）は

／si／と／SU／，／zi／と／ZU／，侮／と伽／が対立せず，［sI，　ZL刎で現れること，

特徴（8）は／ai／，／ae／から生じた半広母音／ε／が／e／と対立するかどうか，など

を示す。

　　　　　　　　　　表1　賭者の音声の方讐的特徴

音声特徴　　　　（1）Φg　　（2）kw　　（3）5　　（4）δ　　（5）2　　（6）sゴ，　zゴ　　（7）Je，3e　　（8）ε

○
○
○

○
○
○

○
○
△

？
・
　
×
　
×

△
△
×

　
　

　
　

　

生
生
生

年
年
年

5
　
7
　7

9
乙
　
2
　9
0

9
　
∩
σ
　
9

唯
上
　

－
　
壌
⊥

く
　

く
　

く

氏
氏
氏
A
B
C

△
△
x

△
△
×

○
○
△
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　0は普通に使用，△はまれに現れる注3＞，×は現れないことを示す。スタイ

ル等のいろいろな要因がからむことは当然考えうるが，ここでは，単語を読ん

でもらうアクセント調査の際に，観察されたものを基準に置いている。

2．　名詞のアクセント

2．1．表記など

　別表1で名詞のアクセント体系を示す。ここでは音素表記を行なう。ただ

し，音韻調査を中心的に行なっていないので，未確定部分を含んでいる。二重

母音の扱いなど再考を要する。acute　accent（ex．　kad6）で表した音節は「高」

を表す。本文中では，L＝「低」，H＝「高」，詐「中」，F一「下降」，R＝r上昇」の記号を用

いることがある。無核を／ka一／等と表すことがある。音声記号として用いる

tone　letterは，当該音節の前に付ける。

　ここでは，話者A氏の体系を中心に述べ，他の話者で補足すべき点を補充す

る。

2．2．膏調の音声的現象面

　音調の音声的な現象面では，金田一（1953）pp．　168～171の記述と本稿の聞き

取りには大きな食い違いはない。また，佐藤（1972），上野（1975）とも一致する。

現象面では大きな問題はない。ただ，着千気がついたことを加える。

　別表1の1a，2a，3aの系列では，単独形や助詞付き形がLL，　LLL，　LLLLと表記さ

れているが，金細一（1953）が指摘しているようにML，猟～MLL，醗LL～MLLL，の

ように語頭がやや高く聞こえることが多い（むしろこの方が普通か）注4）。4a

の長さになると，この高まりは顕著ではない。金細一指が報告しているLML，

LMLLはまれであった。

　1拍語は長くも発音される（むしろこの方が普通か）。「蚊」／kam／［lkal：］，



1絵1／’6／［1　’el；］。　B氏も同様。　C氏は短い方が普通という。

　1b，2b，3b，4bの系列では，「～サ，～ト，～カラ」の助詞付きで「高」が一つ後ろ

にずれる。ただし，！b＋トはずれない。ずれる発音も存在する可能性がある

が，確認しえなかった注5｝。このbの系列の「～ノ」付きでは，「ノ」の前の「高」

が消え1a，2a，3a，4aの系列のそれと同じになる。一方，1c，2c，3c，4cの系列で

は，「高」のずれも，「ノ」の前の「高1の消失もない。

　別表1にあげてないが，「～モ」は「～ト」と同じ，「～マデ」は「～カラ」と同じ。

金wa一一一・（1953）であげられている「～エ」「～ガ」（この方言ではいずれもまれか）

は未調査である。

　2bと2c，3bと3cは単独形では対立はない。自立語が直接続いた場合でも，以

下のように対立はない注6｝。

b
C
L
U
C
b
C

り
乙
り
ム
2
り
乙
9
σ
q
り

’infi　’　ida　LHLL「犬いた」

neg6’ida　LHLL　「猫L、た二」

kusゑtoru～kusat6ru　L脳L～LHHL「草取る」

sag6toru～sag6t6ru　LHML～LHHL「鮭取る」

’odog6’ida　LL｝至LL　ヂ烈し、た」

musum6’ida　LLgLL「娘いた」

　「～ダ」の場含，用言を言い切るときのイントネーションが加わる。この

イントネーションによる「高」をgrave　acceRtで表記する（詳細は3．を参照）。

a系列の末尾の「ダ」の「高」はイントネーションによるものとみる注7｝。

表2　名詞＋ダの童調形

a

b

（b’）

c

d

e

f

kadh

’ed6

’6da

hanad5

’asida

’asida

kad6da

，69圭da

saka総adき

’adamada

’adam6da

kokor6da

，us義1〕i（圭a

kabudoda

niwadoridh

’inosisida

’inosisida

’asi’od6da

taレ㎜aレn6】〔｝i（圭aL

’as6ga’oda

mazidageda
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「ダ」には，「低」から上昇していくものもある（この場合やや長く発音される）。

これも一種のイントネーションとみる。

　b系列は併用形をもつ。r～サ」「～ト」のところで述べたように「副がずれ

るものと，c系列と岡じのずれないものである（b’）。

　B氏はlb「絵ダ」で，ずれるものをもっていない。

かわりに長音化した形で，［｛’el：1δa］MRLのように上昇のあとfダ」が低く付

くものがある。他はA氏の表2と同じ。

　C氏はa系列の末尾の「ダ」が車立して高くしないことがしばしばある。b

系列はA氏同様，二つの併用形をもつが，ずれる形には「ダ」の卓立が見られる。

「～サJr～ト」と同じ性質をもつものと言える。

2．　3．　音韻解釈

　　2．　3．1．　弁溺特徴

　音韻解釈については，大きく分けて二つの方法がある。柴田（1955），金田

一（1956・1963），上野（1975）の表層面に撤する方法と相補分布を用いた原口

（1979）である注8）。相補分布を用いた解釈は支持しない（後述）。

　弁別特徴については「昇り核」（柴田（1957）），「タキ（滝）」（金田一（1967）），

fアクセント高義」（上野（1975））がある。いずれも表層に撤する限り，核の位

置は問題とならない。

　本稿では，弁瑚特徴は「上げ」とも「下げ」とも限定できず，アクセント核の置

かれている位置が卓立して塙」になることとみる。金ee一一（1956）註5で触れ

られている「アクセント中核jや上野の「アクセント高核」と同様の解釈である。

理由は次のとおり。

　　　（1）核があると想定されるものは，必ずその直前の位置で上昇を惇う。

　　　（2）また，その直後の下降は，消失したり位置を変えたりしない。

　（i）については，東京方言等での「句音調」のように，旬頭のマークとして連

文節の頭の2拍目に現れたり，1句内の連文節中で消えたりする現象注9＞は
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見られない。上昇はアクセント核に付随する現象である注1。）。

　特に，上昇が核に付随する例として，1bの単独形が「絵」／’6／［1　’el：］のよ

うに実現する点は重要である注11＞。また2b「足」，2c「肩」もしHで実現する。

　（2）については，同じ1拍子立の音調をもつ弘前方言や雫石方言などの北奥

諸方言と異なっている。後に何か続けて発音しようとする「接続形」で下降が

消えたり，そこで言い切った場合の「言い切り形」で下降の位置が決定された

りする機構注12｝はない。常に核の直後にそれに付随して下降がある。

　連文節を1句で発音した場合，上記の原則が守られる。2度目以隆の核が

弱まったり，自然下降に従って卓立の度合が弱くなることはあるが，1抽卓立

の文節畜調がそのままの形で接続していくとみてよい。

　結局のところ，「高」で卓立する位置をマークすればよい。以下，音調表記と

岡様のacute　accentの記号を音韻解釈にも用いる。名詞のアクセント体系

の解釈は別表2のようになる。

　　2．3．2．　　黍B補分布

　原口（1979）の解釈は，

　　2a．　oo，　2b．　06，　2c－2d．　60

　　3a．　ooo，　3b．　oo6，　3c．　060，　3d－3e．　600

のように，高さの山より一つ前にアクセントをもつ基底形を立て，母音の広狭

を条件とする次のアクセント移動規則で表層へと導く（原口氏が用いている

アクセント記号「「をacute　acce就1こ変更）。2cと2d，　3dと3eの相補分布が

成り立つという前提である（pp．51～53）。

マ園一・圏

　しかし，相補分布は成立しない。A氏には原口論文であげられている3d

「雀」の例外の他に「小麦，鼠」があり，品詞は動詞であるが3dと同じ音調の「で

きる，延びる，歩く」がある。A氏とほぼ同じ体系をもつB氏の例では，次のも
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のがある（＊付’きは金田一（1953）もあげている例。アクセントの位置は本稿の

もので音調の「高」あるいはアクセント核の位置を示す）灘3）。

　　2d　60　友，妻，＊影，はも（魚），軍鶏車庫，過去，捕虜，ただ（で），禿げ…

　　2cO6　囎，罰（ばち），六…

　　3dO60　小麦，＊雀，＊鼠“紅葉，すすき，みみず，牢薬，＊狸…；生きる，

　　起きる，落ちる，延びる，などの有核の上1段動詞；作る，走る，歩く，な

　　どの有核の5段動詞

　　3cOO（S　鎖，あわび，あくび，くさび，さそり，二つ，二人，馳，痛み，恨

　　み，泉…

　　4cOOO（う　正月，洗濯，物置き…

　これらの事実は，基底形にせよ表層形にせよ，有核の2b～2d，3b～3eを核（ア

クセント）の位置のみの対立として名詞内に収めようとすると不都合が生じ

ることを示す。

　2bと2c，3bと3cは先に示したように，表層では単独形でも自立語続きでも対

立がないが，助詞付きで対立が生じる。これらの単独形と助詞付きの形との

関癖付けは，基底面にせよ表層面にせよ，核の交替の有無の情報をアクセント

素に付加して処理するしかないわけである。

2．4．　姻人差と変異

　これまで，主にA氏の体系についてみてきた。B氏，　C氏については，体系

の枠組み自体はA氏のものと大きく変わらないものの，いくつかの点で違い

がある（「～ダ」についてはすでに触れた）。また，個人個人でも，アクセント上

の併用形をもち，ゆれているものもある。ここでは，これらのことに関してま

とめて述べる。3名の事例ではあるが，通時的示唆を与えるものと考える。

　3氏の違いや各氏で併用形のゆれが観察されるのは，音韻解釈で問題とな

ったb系列の助詞付き形の核が移動する交替に関してである。核の交替がな

い。系列との関係が問題となる。また，同じくb系列において「～ノ」が接続
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したときに核が消失して，a系列と同一になる現象もこれに該当する。

　A氏（あるいは8氏）のf～サ」のかたちで核の交替が見いだされた語彙につ

いて，他の助詞ヂ～ト，～カラ，～ノ」が各氏でどうのように現れるかまとめた

ものが表3であるta　14＞。1拍語と2下酒を取り上げる。長さによってその振

舞いが異なるので分けて取り扱う。表3内で用いる記号の意味は以下のとお

り。＋，一の併用で劣勢のものは括弧でくくってある。

　　　　　　表3　b系列の助言付き形のアクセント交替

記号　交替の内容

＋　核が後ろに移動する

一　核が移動しない

　0　核が消失する

　　　　核の交替の例

6＋サゆ○垂　06＋サ→○○吾

6＋サ→6サ　06十サー一・・FO6サ

6＋ノ→○ノ　06＋ノ→○○ノ

津
津
氏
A
B
C

1b．6÷サ　 1b。6＋カラ　lb．6＋ト　1b．6＋ノ

　÷　　　　　　　　十

　＋　＋（一）
十（一）　（一一）一

　　　2b．06÷サ

A氏　　　＋

B氏　　　÷

C氏　　＋（一）

一　　　　　　e

nv　一一　　　　　　〇

2b．06＋カラ　 2b．06＋ト　2b．06＋ノ

　　　÷　　　　　　　　＋　　　　　　　D

　　÷（一）　一F　（一）　O（十　一）

　　÷一　（＋）一　o

　この表3から次のことが書える。

　核の移動に関しては，比較的年齢の若いC氏で，移動のない。系列に近付い

ていることがわかる。言語的な条件では，次のような傾向がある。

　（1）　2拍語の方が1拍語より核の移動の交替が保存されやすい。

　（2）　「～サ」と「～ト」では，方言形の「～サ」の方が核の移動の交替が保存さ

　　　れやすい。
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　（3）　「～カラ」は「～ト」と比べて核の移動の交替がやや保存されやすい。

　「～ノ」の核の消失については，B氏が特異な現れ方を見せるが，1拍名詞率

ノの場合は，上記（エ）の傾向と同種であるし，2拍名詞＋ノの場合は，他の一般

助詞からの類推と考えることができる。

3．　動詞のアクセント

　この章では動詞を扱う。名詞のときはA氏の資料をもとに述べたが，動詞

についてはC氏の資料をもとにする。

3．1．　用語

　　3．1．1．　謡講群と無論語・有核類

　II，～IV5の記号は，2拍1感動詞（母音幹動詞，ここにサ重力変動詞も含

む），4拍5段動詞（子音幹動詞）などをさし，各々それに属する動詞を動詞群

と呼ぶ。各動詞群は基本形（終正形に対応するもの）が無核のものと有核のも

のに二分される。各々それに属する動詞を無核類，有核類と呼ぶ。

　個々の動詞は，動詞群，基本形のセグメント，有核・無核の類の情報が与え

られれば，種々の活用形，派生形のアクセントを導き出すことができる。これ

らの情報のみを与えられたものを「基底形」と呼ぶ。例えば，「II5，／kagU／，有

核類」など。本稿では，この基底形から各活用形を導くルールとアクセント核

交替に関するルールの類型について明らかにする。

3、2．　活用表の音調表記など

　別表3一望～5－2で主な動詞アクセントの活用をあげる。活用形の名前

などは仮のもの。形態と意味の詳しい分析には本稿では立ち入らない。名詞

のとき岡様，表中acute　accentで表した音節は常に高い。同時にアクセン
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ト核を示す。grave　accentで示した音節も高い。このgrave　accentの

「高」は無核の言い切り形の末尾に現れ，接続形では消える。

　　　　　「着る」　　　　　　　kirむ　LR　　kirus盒gε　LLHL

　　　　　「着ない」　　　　　kinさ　聡　　kiRεs6gε　LLHL

　　　　　「行った（過去）」　　　’iQ憾　LLR　’iQtas6gεLLLHL

　　　cf．「行っている（継続）」　’iQtS　LLH　’iQtSsagε　LLflLL

　執る」「着ない」の音調田は，名詞の2b「足」2c「肩」の音調とほとんど同じと

いってよい。しかし，動詞に「～サケ」（理由）注15｝を付けた形で，末尾の「高」は

消えてしまう。「サケ」の「サ」の「高」は付属語本来の核が現れたものである。

同様に過去の「行った」の末尾もイントネーションによるものである。一方，

継続の意味をもつ「行っている（た）」の方は，セグメントも音調も「行った」と

同じであるが，末尾の「高」が「～サケ」でも消えないので，核によるものとみな

すことができる（後述）。

　用言の言い切り形にイントネーションが被さる現象は，東北地方各方言に

広く見られる現象である注16）。以後の議論で本質的な関係がない場合は省略

することもある。後半の可能動詞の資料では省略する。

　その他，表記について。動詞の瑚表3－1～5－2にあげた音調表記で

acute　accentが2か所ついているものがある。これは，ここでは「高」が二つ

連続するものではなく，いずれかの「高」（核）が現れる併用形をもっことを表

す。例えば，’SQt6ruは，’hQteruと’aQt6ruの併用を表す。また，「？」付きば

話者の答えたアクセントに関するものではなく，鍬形そのものが存在するか

疑わしいと話者が答えたものである注17）。

3．　3．各活用形の説明

　各活用形に見られる特徴を次の（1）～（15）で簡潔に述べる。別表にのって

いるものはゴチックの見出しで，のっていないもので説明を加えたものは明

朝体の見出しである。○は任意の拍，Cは子音，　Vは母音を表す。
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（1）基本形

　　（a）無核類　全て無核。

　　（b）有核類　全て有核。次末位置（後ろから2番際）に核，一（うCu。

（2）否定形

　　（a）無核類　無核。

　　（b）有核類　有核。末位置に核，一R6。

（3）禁止形　動詞群を問わず一Raの前の一ru一が＋にも。

　　（a）無核類無核。

　　（b）有核類　有核。譜幹次末位置に核，一6Cu－na。一6N－naのとき一Nの

　　　前。

（4）条件形　一ba。一Saではない。母音幹動詞の一re一が一baの前で一de一となる。

　　（a）無核類　無核。

　　（b）有核類　有核。語幹末位置に核。一C6ba。

（5）鱗形

　　（a）無核類　無核。

　　（b）有核類　有核。II、動詞は末位置に核，一t6，一飴。他は原則として語

　　　幹回位置に核，一ta，一daの前。ただし，音便の場合，

　　　　i．促音便　一Qtゑ。後ろにずれる。

　　　ii．イ音便，撫音便非音便の無声化（一si一）はそれぞれ，呼i一，一VN一，

　　　　　一Vsi一。前にずれる注18）

（6）希望形　一tε。一t一の有声化はない。したがって，’oki槍「置きたい」，

　　’oki宅釘起きたい」，kacit6rwaちたい」のように一t一の前の母音が狭母音

　　のとき，前の子音も有声化しない。

　　（a）無核類　無核。

　　（b）有核類　有核。末位置に核，一t6。

（7）テイル形

　　（a）無核類　有核。次末位置に核，一t6ru，一d6ru。

　　（b）有核類　有核。H働詞は次末位置に核，一t6ru，　一d6ruで無核類と区
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　　　別なし。他は原則として語幹末位置に核，一teru，一deruの前。

　　　ただし，

　　　　i．促音便　挿Qteru。タ形と異なり，前にずれる。基本形がII5の

　　　　　ものに’aQteruほかに’aQt6ruがある。タ形の類推か。

　　　ii．イ音便，簸音便，非音便の無声化（一S工一）はそれぞれ，一寸i一，一軸一，

　　　　　挿s尋一。前にずれる。

（8）テイタ1形

　　（b）無核類　有核。末位置に核，一teda，一de飴。

　　（a）有核類　有核。II1動詞は次末位置に核，一t6da，一d6da。他は原則と

　　　　して語幹末位置に核，一teda，一dedaの前。ただし，

　　　　i．促音便一轍eda。前にずれる。テイル1形と同じ位置に核。

　　　　　基本形がII5のものに’iLQtedaほかに’aQt6daがある。夕形

　　　　　の類推は同じ。

　　　ii．イ音便，嬢音便，非音便の無声化はそれぞれ，前にずれる。テイ

　　　　　ル1形と岡じ位置に核。

（9）テイタ2形　タ形語幹一Qta，一qdaで作られる。一taを取るか一daを取るか

　　はタ形と同じ。ただし，促音便擾音便はQは付かず，セグメント上では

　　夕形と同じになる。

　　（a）無核類　有核。末位置に核，一Qt6，一Qd6。促音便，掻音便では印形と

　　　　同じセグメントになるが，アクセントでタ形（無核）と対立する。

　　　　　　　　　　　　タ形　　　　　　テイタ2形

　　　　　　　　　’iQtb　’iQtas6ge　’iQta　’iQtasage

　　　　　　　　　hUNd言　　hUNdas合gε　　　　hUNd含　　hUN（圭合sagε

　　（b）有核類　脊核。原則として語幹末位置に核，一ta，一daの前。ただし，

　　　　i．促音便　一マQt（d）a。　前にずれる。テイル形と同じ。ただし，

　　　　　前にずれた’ゑQtaのみ。タ形は後ろにずれるためセグメントが

　　　　　同じでも二形と対立する。’aQta，’aQtゑsagε（タ形）と’6Qta，

　　　　　’　aQtasagε（テイタ2形）。
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　　　　ii．イ音便，擾音便，非音便の無声化はそれぞれ，前にずれる。テイ

　　　　　　ル形と同じ位置に核。嬢音便の場合，セグメント上でもアクセ

　　　　　　ント上でも同じ形になる。

（10）テイル否定形

　　（a）無核類　有核。末位置に核，一n6。

　　（b）有核類　有核。テイル形と同じ位置に核。ただし，末位置に核，一n9

　　　　も併用で存在する。統一化の力が働いてる。

（11）テイタ2否定形　タ形語幹Qte無ε，　一Qdenεで作られる。一teを取るか一de

　　を取るかは夕形，テイタ2形と同じ。促音便，嬢音便はQは付かず，セグ

　　メント上では凸形と同じになる。

　　（a）無核類　有核。末位置に核，一Qten6，一Qden6。

　　（b）有核類　有核。テイタ2形と判じ位置に核。ただし，無核類と同じ

　　　　末位置の併用形もある。

（12）テイル条件形

　　（a）無核類　脊核。次末位置に核，一reba。

　　（b）有核類　有核。テイル形と同じ位置に核。

（13）テアル形母音幹動詞語幹一ra鍍e撫，子音幹動詞語幹一aQteru。サ変は

　　saraQteru。一aQteruの形をもつものを意味の面からテアル形と呼ぶ。

　　（a）無核類　有核。次末位置に核，一CaQt6ru，℃aQd6ru。テイル形と同

　　　　じ位置に核。

　　（b）有糖類　有核。語幹次末位置に核。一CSQteru。

（14）テアッタ1形一CaQteda。テアル形の過張。

　　（a）無核類　有核。末位置に核，一CaQtedゑ。テイタ形と同じ位置に核。

　　（b）有核類　有核。語幹末に核，一C蝕宅eda。

（15）テアッタ2形テアッタ1形の短い形。母音幹動詞語幹一raQta。子音

　　幹動詞語幹一CaQta。サ変はsaraQta。　V章ではサッ雪形と呼んでいるも

　　の。

　　（a）無核類　有核。末位置に核一tS。テアッタ1形と同じ位置に核。
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（b）有核類　有核。語幹次末位置に核，一C釦ta。

3．4．可能動詞

　　3．4．　1．　可能鋤講と一般動詞

　5段動詞基本形から一Cu→　一Ceruのように派生され，主に能力可能の

意味を持った動詞を「可能動詞」と呼ぶ。同じ派生でありながら可能の意味を

持たない動詞をここでは「一般動詞」と呼ぶ。また，派生のもととなったもの

を「基本動詞」と呼ぶ。

　　例売る（基本動詞）；本が売れる（一般動詞）；本をうまく売れる（可能

　　　　動詞）

　上野（1986）では，青森市方言の可能動詞のことが論じられた。これは，一般

動詞と可能動詞が対立することを初めて指摘したものである。鶴岡方言でも

青森市方言とほぼ同様のことがいえる。別表6で「基本動詞」から派生した

「一般動詞」と「可能動詞」の例をあげる。以下，無核を積極的に表すのにtagu一

のように示す。

　別表6から次のことがいえる。

（1）基本動詞が無核であれば，一般動詞も無核。可能動詞は有核である。

（2）基本動詞が有核であれば，一般動詞も可能動詞も奮核である。

　すなわち，基本動詞が無核のときだけ，一般動詞と可能動詞に対立が生じる。

　　3．4．2．可能動詞と一般動詞の活用

　基本動詞が有核の場合，派生した一般動詞と可能動詞は，ル形（終正形）では

対立はないが，それぞれの活用形のアクセントを見ると，否定形と条件形で対

立が現れる。表4はそれぞれの主たる活用を示したものである。

　表4の有核の基本動詞の場合，一般動詞は，他の基本動詞と同様の交替する

活用パタンをとるが，一方，可能動詞は語幹末位置に固定したアクセント核を
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表4　可能鋤詞の活用形

塞本動調 派生形 ル旧 習定形 夕霞 集件形

tagu一

narabu一

n如u

hoa6gu

一般動詞　炊ける

可能動詞　炊ける

一般動詞　並べる

可能動詞　並べる

一般動詞　脱げる

可能動詞　脱げる

一般動詞　ほどける

町回動詞　ほどける

tageru騨

tag愈u

naraberu－

narab6ru

nup6ru

nup6rtt

hodogeru

hodog6ru

tagenε’ @むageda冊

tag6ng　tag6da
itarabene一　narabeda－

narab6n6　Rarab6da

nuge蛇　　nu弓6da

nuij6ne　nup6da

hodogen6　hodog6da

hodogent　hodog6da

もagereba甲

もag6r6ba

narabereba－

narab6r6ba

nuljer6ba

nue6reba

hodoger6ba

hodog6reba

持っているために，一般動詞の交替核が末位es－n6にくる否定形と次末位置一r

6baの条件形で，可能動詞の固定核と対立が生じているta19）。

　可能動詞は，このような語幹に固定の核をもっと同時に，井上（1980）p．280

で指摘されているようにセグメント上でも語幹の統一がなされる。CIVNC2Vw

（V。は狭母音，V。は広N音）で，Ci，C2とも無声子音の場合，C2は有声化せず，無

声子音のままであるが，可能動詞ではこれに該当する環境であっても，C2は有

声子音で現れて語幹の統一がなされる。一方，一般動詞の場合は，有声化しな

い原鰯があてはまるtz20＞。

　　基本動詞　　　　　一般動詞　　　　　　　　可能動詞

　r引くj　higu　　　hikeru（気が～）　hig6ru（うまく引くことができる）

　「付くJ　c直gu　　cuk6ru（身に～）　cug6ru（味方に付くことができる）

　この他，sigξru（sigur敷く」），hug6ru（hugur拭く」），cug6ru（dgu薦く」），

hug6ru（舶gu　r吹く」）など例をあげることができる。

　　3．4．3．　可能動詞の地理的分布

　さて，上野（1986）では，可能動詞と一般動詞が対立するのは，東北方書だけ

の特徴という指摘がある（p．22）。新潟県村上市を南限として，青森市と雫石

1町（上野（1986）p．13註14）の例のほかに，この鶴岡市が加わったわけである。
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　可能動詞の語幹の統一一には，「固定核」と並んで先の非無声化（有声化）があ

るが，これら二つの現象のそれぞれの地理的な分布が明らかになれば，語幹統

一の過程の解明に役立っにちがいない。統一化そのものは非常に広範な現象

で，弁別的アクセントを有しない方言においても，非無声化（有声化）というか

たちで統一一化が働いているかもしれない。とにかくも細部にわたり他の地域

についての報告が待たれるが，系統関係を越えた「地域的」（areal）な特徴とし

て捉えられる可能性をもつ。

3．5．　派生形の交替パタン

　ここでは，今まで見てきた各活用形と可能動詞を統一一的に処理しようと試

みる。表5にあげた，（1）単純形～（5）一般動詞の間に見られる核の位置の異

同を「派生交替」，（a）非過去形～（e）条件形の間に見られる核の位置の異同を

「活用交替」と呼ぶ。派生の「元」となる「基底形」として，動詞群，セグメントの

ほかに，有核・無核の類の情報が与えられれば決まった「活用交替」と「派生交

替」の全てを予想しうる。

　次の表6では，表5で見られる「活用交替」が，全て「無核」となるのか「交替

核」をもっか「固定核」をもっかをまとめたものである。r固定核」といっても，

その活用交替間で「固定」しているのであって，派生交替閥では，核の位置は必

ずしも岡じではない注21）。

　　3．5、1．　交替パタンと可能動詞の成立過程

　可能動詞と一般動詞が対立するようになったのは，結局のところ可能動詞

が語幹固定核をもつに至ったことによるものであるが，この過程も他の多

くの方言の報告が集まれば解明の糸口がっかめるかもしれない。先の上野

（1986）では，まず，有核基本動詞をもとに有核可能動詞ができ，そのあとに無

旧基本動詞に対応する可能動詞が有核（固定核）になったという「群化」の可能

性を示唆している（p．22）。
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表5　動詞アクセントの派生交替

（1）単純形　　（2）テアル形　（3）テイル形　（4）可能　　（5）一般

（a）弗過去形　tagu一（炊く）

（b）凸形1　　taida一

（c）タ形2　　一

（d）否定形　　tagans『

（e）条件形　　tageba’

もagaQt6ru　　　　もai（玉6ru

もagaQteda　　　　　もaideda

もagaQtま　　　　　　ta，三Qdゑ

tagaQten6　taiclen6

tagaQter6ba　taider6ba

tag6ru　tageru－

tag6da　tageda－

tagene　tagene－

tag6r6ba　tagereba一

（a）弗幽玄形　　nUou（脱ぐ）

（b）乱戦1　　nUida

（c）タ形2　　一

（d）否定形　　nUBan6

（e）条件形　　nu顧ba

表6

（D単純形

nu導aQもeru　藤deru
nUl｝ぎLQte（玉a」　　　　　n｛1i（ieオ｝a」

nupdQta　nu’iQ（la
nu夏｝6Qもeni　　　　n追玉den歪

RupaQtereba　nGidereba

動詞アクセントの派生交替

　（2）テアル形（3）テイル形

nueeru　nuljeru
nue6da　nuljeda

nu［｝enε　　　　獄u夏｝enε

nulj6reba　nueer6ba

（4）可能　（5）一般

　　　（a）非過去形

簸核類　　　～　　　無核

　　　（e）条件形

交替核
　　　　交替核
　　　　　　　　　無核交替核
　　　　　固定核

　　　（a）非過去形

有該類　　　～　　交替核

　　　（e）条件形

固定核 固定核　　固定核　　交替核

　鶴岡方言の有項類から作られた可能動詞が固定核をもつのに対し，無核類

から作られた可能動詞が，「交替核」と「固定核」の両方の交替を起こすこと（表

6）は，その成立の過程で，無核類の可能動詞にまだ群化の力が完全に及んで

いないことを示すものと捉えることができる。その一方で，一部，有核類のテ

アル形，テイル形の否定形で，nUll会Qtenε，　nitidenεの固定核ほかに，一三の末位

置核をもっこと（表5）は，否定形の統一化も同時に働いていて，無核類可能動

詞の固定核が成立した後，否定形の群化がクロスするかたちで及んだ可能性

も示している。
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4．　形容詞のアクセント

4．L　形容詞のアクセント体系

　最後に形容詞のアクセントについて簡単に触れる。B氏の資料を中心的に

取り上げ，A氏，C氏の形についても言及する。表7で主な活用形をあげる。

　基本形で有核の「濃い，白い」の否定過去形は，語幹の核と付属語の一n6Qkeの

双方の核が実現し，アクセント上2単位で現れる。ハイフンで区切って示す。

表7　丹塗罰のアクセント

　　　基本形　～モノ

無い　n6　　髭mono
濃い　k6i　　　k6imono

itysVN　’aQgb　’aQgsmoR6

白い　sir6　　　S童r6nomo

～ナル　　　　否定形

Rεgunaru　　　　｝

k6gunaru　　　　k6gunε

　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　ノシ　　　　　　　　　　　　　　へ

aQ9εguna「u　　　aQ9εgunε

SlregU無aru　　　Slregunε

否定過去形

k6gu－ngQke

’aQgegu－n6Qke

sir6gu一一n6Qke

　A氏は「白い」の基本形で1拍目が長音で現れる（〔s　it　re］）。謡い」の「～ナ

ル」でも同様（［ko：9U一］）。

　C氏の「赤い」の基本形の促音はきわめて短いか，ない（［’agε1）。「白い」の

基本形ではB氏，A氏のような融合形はまれになっている。［∫ir6i］が普還。

「濃い」の否定形は表7の形のほか，ko’igunεをもつ。否定過去形の付属語は

促音化しない形の一ngkeが普通。2単位はB氏同様である。

4．2．形隠詞の資料

　形容詞については，多くの語数を調査していない。上野氏による調査票（A）

を用いて，B氏とC氏に関してわずかに！9語を補ったに過ぎない。それでも

両者に若干の差が現れたので，資料の最後の別表7－3に列挙する。この形

容詞資料だけはとりあえず音素表記を行なうが，いままでgrave　accentで
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表していた無核の用書にかかるイントネーションは記さない。

5．　アクセント資料

5．1．　資料の説明

　金田一語彙を中心にアクセント資料を提示する（別表7－1～7－3）。

　名詞の資料は左から横に，類，読み，表記，話者C氏（1937生まれ）のアクセン

ト，話者B氏（1927生まれ）のアクセントである。

　動詞の資料も同様の列挙の仕方であるが，話者C氏の資料のみである。

　類の表し方で，例えば1－2とは1拍，2類を表す。xは金田一語彙の中で類別

が不明のもの，zは上野氏によって補われたその他の語彙である。動詞は（）

括弧を用いて1段動詞か5段動詞かを示した。例えば，3（5）一1は3拍5段1

類を示す。x，　zは名詞同様（ただし4拍5段には付けていない）。

　適宜「表記」のフィールドで，（）括弧で意味の補いなどをしている。また，

動詞では別表記などを［］括弧で示している。

　名詞は，全て助詞ギ～カラ」付きで闘いたものである。アクセント核の位置

を番号で示す。番号が当該名詞の拍数を越えているものは，「～カラ」の付属

語に核が現れるものである（別表1，2のb系列に当たる）。

　アクセント記号のフィールドで用いられているmはまれ，xは使用しない

ことを示す。？は話者の判断が不確かなもの。

　「抜ける（自；可）0；2」等は，アクセント記号が（）括弧の区切りと対応する。

　注記は行をかえて行なったものもあるが，総じて簡略なものである。

　両氏とも時間の都含で併用形の細かい確認をしていない。ただし，B氏の

は，2拍名詞3類，4・5類に限り，核が助詞部分にずれるかどうかの確認をし

ている。したがってその範囲では，アクセント記号2とのみ書かれているの

は，3の併用形を持っていないことを示す。それに対してC氏のデータは，2

とのみ書かれていても3の併用形を持つ可能性がある。また，逆に3とのみ
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書かれていても2の併用形を持つ可能性がある。3拍名詞に関しては，両氏

ともそのチェックを行なっていない。

　「通す，通る，入る，参るj等は，実際長い音節の後半まで高く聞こえる。核1

としてもよいが，他と統一一を取るだけの理由で動詞に限り，核2とする。同様

に「見通す」等も核3とする。

5．2．資料の考察

　資料を類別にまとめるあたって，主に通時的な面について気がついた点を

あげる。

　　5．　2．1．　2拍名詞

　金三一（1953）ですでに次のことが明らかにされている。すなわち，鶴岡方

言の2拍名詞の類の統舎の仕方は，

　　1，　2／3／4，　5

で，東北諸方言で一般的なものであるが，4，5類の中が2拍目の母音の広狭

によって二つに割れていて6N，○釈理は狭母音，　Vlは広母音の拍）のようにな

っている。また，3類はアクセント核が付属語にずれていくb系列に属して

いる。

　今回，調査した資料からは次のことが窺える。

　3類では，アクセント核がずれていく核3だけでなく，核2が多く現れる。

　B氏の場合，核3が現れるところは全て核2も可能な様子である（逆は真で

はない）。C氏の場合，併用形のチェックをしていないので，核2と核3がば

らばらに現れているように見えるが，第2曲目の母音が広いとき（○のアクセ

ント核2が，第2亀目の母音が狭いとき（ON）核3が現れやすい傾向にあると

いえる。

　これは，3類の06カラ→○○カラの変化が，ONという条件で先に起き

ていることを示すものではなく，変化の「押し戻し」に語音の条件が絡んでい
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るものと捉えた方がよいと思われる。

　金ra　一一（1954）の報告では，明治30～40年代の話者で，上記の変化がひとまず

完了しているので，C氏が更に古い段階を保持しているとは考えにくい。そ

れよりむしろ○○ゐラ→　06カラの独話的変化が起き（これには共通語

化と講造的な要因の両方が関係しているだろう），OWの環境ではその変化を

受け容れやすく，ONではブロックされていると考えたほうがよい。すなわ

ち，C氏の場合，母音が狭い狛にアクセント核が置かれにくいという，この方

言に存在している「フィルター」がかかっている状態として説明しうる。

　それにもかかわらず，この原則にいくつか例外が現れていることからすれ

ば，この「フィルター」も絶対的なものではなく，傾向に過ぎないことがわか

る。細かなチェックによって，B氏のように，併用形が現れる可能性が大で

ある。

　次に4，5類については，従来の報告とほぼ同様，ONは核1，0膵は核2と

なっている。しかし，B氏において，わずかな単語ではあるが，本来3類で

現れるべき核3が，核2の併用で現れている。これはC氏にはない特徴であ

る。

　これについては，詳細は不明だが，3類の核2～3のゆれが影響しているの

だろうか。60カラ→06カラの変化のあと，更に06カラー一一・一〇〇ilrラ

が起き，4，5類が3類に面隠し始めているとも捉えられるが，いずれにせよ

この変化は突発的で一時的な変化であろう。

　5．2．2、　　3拍名言司

　4類は金画一（1954）によれば，核4が伝統的な形と見られるが，核4→核

3の変化が見られる。年齢の若いC氏の方に古い形が見られる。B，C両氏

とも更に併用形が冤つかる可能姓がある。

　5類は両氏ともほぼONWのとき核1，0NNのとき核2，0WWかOWNのとき核

2か核3で現れている。「樫，錦」核1はこの原則でいくと例外。
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　6，7類はONWのとき核1，0NNとOWOのとき核2。相補分布で問題にし

た「雀」は3狛目まで考慮した原則でも例外となっている。

　　5．2．3．　　璽山詞

　類別の観点からは例外は比較的少ない。単純語は多くの方言同様，無核類・

有核類の二つに分けられる。ただし，複合動詞については単純語の枠に当て

はまらないものも見いだせるので，あらためて別に調査研究する必要がある。

注1）調査にあたっては，上野善道氏の「アクセント分布調査票（A）3，「アクセント調

　査票（3）」，「アクセント調査票（C）」を周いた。いずれも私家版。内容は，（A）は類別

　語彙の1～3モーラ名詞（47語）の単独形，ト，ノ，カラなどの付属語付きと，用筆

　（動詞35語，形容詞4語）の主な活用形の項目，そして628語の体言，35語のtw詞　，31

　語形容詞の単語リストから成る。（B）は1～3モーラの体言編で金膿一語紫（金田

　一（1974）pp．62～73にあげてある単語リスト。類別語嚢と重なり金うが詳しい。）

　とその他の語彙から成る。（C）は動詞と形容詞の用言編で1～4モーラの金田一語

　彙とその他の用言から成る。

注2）　A氏は外住歴があるが，成人後のことであり，眼鶴岡方言の話者として問題は

　ないと判断した。

注3）△印は，二つの場合がありうる。一つは，古い体系と新しい体系のそれぞれの

　変異形が明確なかたちで存在する場合，もう一つは，古い音声特徴が弱まって消え

　ているか現れているか微妙な場合である。特徴（1），（3），（8）は後者で，C氏の発音

　の場合，該当の方言的特徴が微妙ながら認められたにもかかわらず，内省に反映し

　ないことがあった。

注4）上野（1984）p．351，註20も参照。また，最近の上野（1993）によれば，山形票東田

　絹郡朝日村大鳥方言でもこの現象がある。庄内南部域に広く分布している特徴か

　もしれない。

注5）上野（1975）p．78では，ずれるものが見られる。

注6）上野（1975）の指摘を確認。f～いた」のしLは，LM（LH）のときも。なお，あげてあ

　る例の「男」は金田一（1953）p．167では3cの所属になっている。

注7）金田一（1953）pp．169～170では，「ダ」が動詞のイントネーションと同種のもの
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という示唆がある。

注8）畢田（1977）も「アクセントの直後の音節を高にする」（p．330）規則で基底から

表層に導く記述を行なう点で，後に述べる原口（1979）と同じ性質をもつが，絹補分布

を用いてはいない。また，表届で頭高型になる2d，3eへの言及がない。

注9）川上（1973）p，11fなど。

注10）ただし，用言の無核のものに雷い切りのイントネーションが被さる場合はこ

　の限りではないが，その場合，陳述の末位置に限られるし，連体形になって付属語が

　接続する場合はその上昇は消えるという性質をもっため，核や句音調の上昇と鋼に

　考えることができる。

注11）　B氏の1b「絵ダ」の長音化した形で実現するtSRLは，　「上げ」と「下げ」の

　行方が連携したものとみることも可能ではあるが，溺の考え方もある。すなわち，

　もしモーラ単位のアクセントととして捉えることが可能であれば，06＋ダで核が

　移動しない2c系列と同様の現れ方をしたと考えることもできる。

注12）上野（1977）pp．297～298，　p．301。

注13）上野（1984）では，具体例はあげられていないものの，原口（1979）の金［駐一論文

　の語例晃落としと相補分布不成立の指摘がなされている。「私説における「重大な

　欠陥」につながる「大切な点の見落し」と氏（原口氏：新田註）が言う所の，相補分布

　の関係とそれに基づくアクセント移動規則は，実は成り立たない例が「雀」一例だけ

　ではなくあることを，既に金田一氏が明らかにしているのである（1953．195）。そし

　て私の調査もそれを追認し，類例を増補している。」（p．357註1）とある。また，

　原口論文の刊行後，講義を通じ直接この相補分窃不成立の事実を聞いている。ま

　た，そのとき，和田実氏も，和田（1962）でこの事実を当然踏まえていると考えれる醤

　の発言をされたのを記憶している。なお，金田一氏も当然2cと2d，3dと3e（金田一

　（1953）では［A］と［B］，〔B〕と［C］の音韻の分布状況に気づかれている（p．165，p．167

　註3）。また，金田一（1953）論文では，pp．1？1～174で音韻の条件を考慮した通時的な

　説明も行なっている。

注14）各氏の調査語彙の盤もまたその質も異なっているため，この衷にあげられた

　結果のみが存在すると考えてはならない。例えば，「＋」の記暑が与えられていると

　しても，「一」の併用形が存在する可能性は否定できない。A浅の場合，調査語鍵数

　が少なく，本来のb系列が第1回答形であるときには，併用形を確かめなかったこ

　とが多い。類別語彙の所属の観点から，第1回答形が。系列のとき，併用形を確か

　めている。B氏，　C氏も最初の調査はそのように行なったが，再調査の際には，当該

　類別語彙に限って，両方の併用の可能性を確認しながら調査した。また，資料増補

　のために行なった金田～語彙の調査の際には，「～カラ」付きの形を調査した。した

　がって，B氏，　C氏の場合は，判断材料の質と鐙がA氏のものと異なることを注意す
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　る必要がある。

注15）　A氏，B氏とも理由を表す付属語で一hagεのかたちをもっている。　C氏は

　一sagεだけを用いる。

注16）上野（1975）p．　41，注4，上野（1980）pp．120～127，氏は「陳述のイントネーショ

　ン」と’書っている。

注17）形態論的な規則からみて存在しうる語形でも意味的な笥約がある場合があ

　る。別表5－1，5－2にあげられているテアル形は，状態変化動詞にしか用いられない

　という制約があり（V章），曲る」の形は不自然である。話者によれば，「見る」のテ

　アル形は，前もって資料に目を通してあるとか，見られた痕跡とが残っていること

　を意識したとき，増えるかもしれないという。しかし，無理でやや不自然な形でも

　アクセント規則は守られて現れてくる。アクセント上の体系の「あきま」を確認す

　るのに全く無駄なものではない。

注18）おそらく，アクセント核の担い手は音節にあると考えるのでイ音便や掻音便

　の場合，ずれる指定はいらないはずである。しかし，ここでは，葬音便形の無声化の

　場合と統一をとるためにモーラ単位で核を指定しながら原則を考えていく。アク

　セント記号もモーラ音素の前に付ける原則でいく。

注19）　この点も青森方言と共通するが，無核の墓本動詞から生じた可能動詞に若干

　差があるようである。鶴岡曲直では，有核の一般動詞あるいは基本動詞と同じ交替

　核のtagen6，　tager6baと併用するかたちで，有核の可能動詞と同じ固定核のtag6nε，

　tag6rebaをもつ。青森方言では動詞の長さが関与するのか，条｛墨形で3，4音節の

　ものはder6ba「出れば」，tager6ba「炊ければ」で交替核をもち，5，6音節になると

　nara56reba「並べば」，sitapa’6reba「従えれば」と國定核をもつ。

注20）上野（1986）では，可能動詞の成立に関する通時的な説明で，二つの可能性を

　示している。一つは，可能動詞が成立する以前に基本動詞で有声化が起こり（cuku

　＞cugの，一般動詞では、上記脊声化を免れる環境では有声化が起こらなかった

　（cukeru）。そして，有声化した動詞語幹（cug一）でもって可能動詞が新たに作られた

　というもの。もう一つは，驚能動詞が奮声化の以荊にすでに成立していて，一般動

　詞も可能動詞も上言己北洋化を免れる環境では有声化が起こらなかった（cukeru）が，

　可能動詞ではのちに，基本語幹からの類推によって有声化したというものである。

　可能動詞だけに類推が及んだ理由を，可能動詞の生産牲の高さと基本動詞との関係

　の緊密性に求めている。また，一般動詞は語彙的派生で，（畠他が逆転することから）

　別の単語と捉えられたとしている（p．19～20）。井上（1989）も類推による説明を行

　なっており，上野（1986）の後者の説に近いと雷える。

注21）nu’iQdaだけは，音韻解釈上後ろにずれている。
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［付記］　資料の整理，表の作成には福弁玲氏作成のXSOR［lr．　EXE，　SOROE．　EXEを使用

した。また，TeXを用いた製版を行なったが，その際，小林肇氏，福艸玲氏，白川俊氏作

成のTeX用音責記号フォントTSIPAを使用した。各氏に感謝申し上げる。
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別蓑1　名銅のアクセント体系

a
b
a
b
C
d
a
b
C
d
e
a
b
C
d
e
f

王
1
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4

藷例　単独

蚊　　ka

絵　　’6

鼻　　hana

足　　’asf

肩　　kad6

秋　　’6gi

魚　　sagana

頭　　’adam6

jdN　kogor6
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兜　　k6budo

鶏　　　　niwadori

ig　’inosisi

足音　’asi’od6
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朝顔　’as6pa’o
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～カラ

kagara
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窺表2　名詞のアクセント体系の解駅

　
　
　
a
b
　
　
　
a
暑
O
　
　
　
　
a
事
0

0
1
0
2
2
1
0
3
3
2
1
0
4
4
3
2
1

，
　
一
　
一
　
▼
　
盟
　
「
　
髄
　
一
　
一
　
「
　
「
　
髄
　
需
　
　
　
曽
　
一
　
「

1
1
2
2
2
2
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4

例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音
葱
顔
茸

譜
蚊
絵
鼻
足
肩
秋
魚
頭
心
兎
兜
鶏
山
足
玉
朝
松

単独

0
6

09
09
90
00
000
000
000
000
000
0000
0000
0000
0000
0000
0000

～サ

oo
oo
ooo
ooo
ooo
ooo
oooo
oooo
oooo
oooo
oooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo

～ト

oo
oo
ooo
ooo
ooo
ooo
oooo
oooo
oooo
oooo
oooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo

～ノ

oo
oo
ooo
ooo
ooo
ooo
oooo
oooo
oooo
oooo
oooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo

～カラ

ooo
ooo
oooo
oooo
oooo
oooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
ooooo
oooooo
oooooo
oooooo
oooooo
oooooo
oooooo



110

別表3一1 動詞の活用形1－1

墓本形 ～サケ 否定形 ～サケ 禁止形 条件形

　
る
る
る

癒
着
寝
す

kirb

nerむ

sur自

kirusagε

　　　　ノ
nerusagε

　　　　ナ
SU罫usagE

kinb

nenb

sa蛇

kinεs69ε

　　　　　ノnenesage

　　　　り
sanεsagε

kiNn5

　　　　モneNna
　ロ　　　　　　へ

SlNna

kideba

nedeba

sideba

る
る
る

出
見
来

d6ru

miru

kifru

d6rusagε

　ア
mirusagε

kGrusagε

den6

min歪

kon歪

denξsagε

　コ　　　　　ノ

m葦nεsagε

kon6sagε

d6Nna

　がmlNna
ktiNna

ded6ba

mid6ba

kud6ba

居る

くれる

Ils

く
る
う
く
す
む

行
売
買
澱
押
踏

’iwh

ker痕

フ　　　へ

｝gu

，urむ

ka’む

’ogむ

’osil

humむ

’lrusags

keru＄age

’igusags

’urus6ge

ka’usage

’ogus6ge

’osus6ge

humUSゑ9ε

’inb

kenb

’iganb

’uranb

kawa蛇

’oganb

’osanb

humanb

’inesage

kenssags

’iganesigε

’uranεs69ε

kawanεsagε

　　　　　ノGganesagC

’・sanεsigε

hamanεsage

’iNn註

keNni

だ　　　　　　へ

｝guna
，　　　　　吃

UNna

ka’unら

ナ　　　　　　へ

oguna

bsu肱
humuna

’ideba

kedeba

’igeもa

’ureba

ka’eba

’egeba

’oseba

humeba

う
つ
る
く
す
む
う
一

　
　
　
　
　
　
　
エ

会
打
輔
翼
出
読
食
難
曲げる

借りる

’i’u

》丘zu

も6ru

kagu

ddsu

’j6職u

k丘

maljeru

karirb

ナノラ

ausage

’丘zusagε

　ク
torusagε

k註gusagε

ddSusagε

’j6！nusagε

k丘sagε

，awan6

，　　　　　　　’

u呂a滋e

　　　　がtoranε

kagan6

dasan6

’joman6

コ口wan6

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

ma導erusagε　maoenε

karirus69ε　　　karinb

フ　　　　　　　の

awanεsage

’uzanesage

　　　　ドtoranεsage

kaganisage

dasan6sagε

’joman6sagε

kuwangsagε

　　　　　　　ノ
ma工〕e無Esagε

karinεs6ge

，縛，

auaa
，’

uzuna
　ヲtONna

k69疑n＆

d6suna

’j6muna

k丘na

maljeNna

kariNnh

’a’eba

’uz6ba

tor6ba

kag6ba

das6ba

’jomeba

k6ba

mapedeba

karideba

建てる

閉じる

IIIs

送る

使う

磨く

運ぶ

tad6ru

to2iru

フ　　　　　　へ

ogu「u

cuka’む

　ロ　　　　　　　　　へ

m1羅agu
　　　　ロhagobb

tad6rusags

toiirusage

，ogurus義9ε

cuka，us69ε

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

mlDagusagε
　　　　り
hagobusa9ε

もaden歪

　ロ　に　　　　ノ

もOZlnε

，oguranb

cukawanb
　ロ　　　　　　　　　　　　　　へ

mlljaganε

hagobanb

taden6sagε
　リ　コ　　　　　ノ

tozmεsage

’oguranεsagε

cukawanesa9ε
　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

n1坑｝aga疑εsagε

　　　　の
hagobanεsagε

tadeNna

to茗iNna

ナ　　　　　　　　ミ

09UNna

cuka，una
　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ml13aguna
　　　　り
hag・bu癒

taded6ba

toiid6ba

，ogureba

cuka，eba

mil｝ageba

　　　　サhagobeba

る
う
く
ぷ
く
る

作
払
叩
選
歩
入

　　　ノ
cugu「u

har6’u

tadagu
　　　ゆ
’er6bu

フ　　　ノ

a「ugu

h6ru

　　　が
CUgU「usagε

har6’usagε

tad6gusagε
　　　に
’erabusagε

’ar丘gusagε

h6rusagε

　　　　　　ゑCUgUtane

harawani

tadaCJan9

　　　り
，eraban歪

’arugant

hεran6

　　　　　　ノ
CUgU「anεsage

harawan6sagε

tadagan6sagε
　　　ワ
’erabanesagε

，arugan6sagS

hεranesage

　　　ノcugUNna

har6’una

もadaguna
　　　り
，e『6buna

’ardguna

h壱N登a

cugur6ba

ha罫a，6ba

しadag6ba
　　　り
’eral）6ba

’arug6ba

her6ba



別表3－2

　　　　　　　　　　　　　珊　鶴岡方需のアクセント

動詞の活用形1ゼ

刀1

塾本形 ～サケ 否定彩 ～サケ 禁止形 集件形

IVI

重ねる kasanertE kasanerusage kasaneHセ kasanenesage k‘nsanerTn（i kasanedeba

数える

韮Vs

瞬まる

働く

転がす

脹らむ

ka彰0，6ru

kada蓋nar自

liadaragti

korollasth

huguran）“

kaio’6rusage

kadamarus6ge

hadaragusagt

kotooasus6．ge

huguTamus6gt

ka20’eRg

kadamaranb

hadaraganb

koro）jasanb

huguramanb

kaio’eiiisage

kadamara．nesage

hadaraganesagt

korooasanesage

huguTamanEs5ge

ka20’6Nna

kadamaruns

hadaragunh

korogasunti

huguramunh

kaio’ed6｝）a

ka（lamareba

hadarageba

koro；jaseba

hugiMna］neba

謝る

近付く

動かす

押し込む

’a’鰍≠高≠窒

　イ　　　　　　　リ　　　

ClsaZUgU
ユ　　　　　　　び

uoogasu

’os聾【6匿nu

’a’鰍≠高奄窒浮唐≠№

　ロ　　　　　　　ヤ　　リ

Clga．ZUgusagg

’u難ogdSusagε

’・sik6musagε

’a’鰍＜高奄＝Fan6

　ド　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

C監JC　azuganε

フ　　　　　　　　　　　　　　　の

Ul〕ogasanε

，osl｝こOina．nCL

’a’鰍≠高≠窒≠獅Usags

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

C匡gazugaBεsagε
ひ　　　　　　　　　　　　　り

Uζ〕ogasanεsage

’osik・man6sagε

’a’鰍≠高≠秩@lla

　ら　　　　　　　　　ゆ　　げ

Clgazuguna
エ　　　　　　　ド

ugO「jasuna

’osik6mttna

’a’鰍≠高≠窒Uba

cigaattg6ba

’uijokas6ba

，os艮こQrn6ba
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別表4－1 動詞の活用形2－1

凹形 ～サケ テイル形 テイタ1形　テイタ2形 ～サケ

　
る
る
る

　

1
1
着
漉
す

kith

nedh

sit5

kitasagε

nedas義ge
　コ　　　　　　　　ノ

S1もasagε

kit6ru

ned壱ru

sit6ru

kited5

nededi

sited6

kiQta

neQd凌

siQt益

kiqtdSagε

neQdおagε
　コ　　　　　　ノ

s醸asagε

る
る
る

畠
見
来

ded6

mid註

kl彪

dedまSagε

mid6sags

kitasags

ded6ru

mid6ru

kit6ru

ded6da

mid6da

kit6da

d6qda

miQda

kiQta

d6Qdasage

mfgdasags

kiQtasagt

居る

くれる

Ilr．

く
る
う
く
す
む

行
売
買
型
押
踏

’ida

keda

’iqta

’UQもh

kaQta

’oid註

bsl捻

huNd註

’idas6ge

kedas6ge

’iQtasEge

’uQtasags

kaQtasigc

’oidasage

’ositasagg

huNdasage

’id6ru

ked6ru

’iqt6ru

’uqt6ru

kaQt6ru

’oid6ru

’osit6ru

huNd6ru

kededi

’iQted6

’uQtedtS

kaQteda

’oided義

’ositeda

huNdeda

’iQd義

keQda

’iqti

，UQ語

kaQt畿

’o’iQd五

，oslQも6

h脳d義

’iQddsags

keQddsage

，量Qもasagε

kQtdsage

kaQtdsage

’o’iQddsage

’osiQtdsage

huNddsage

う
つ
る
く
す
む
う
一

　
　
　
　
　
　
　

隅
田
取
書
出
門
食
1
1曲げる
借りる

’aQt6

’UQt益

toQt6

k海d哉

ddsita

’j6Nda

ku（Q）t6

maljeda

karidh

’aQt6sagε

’UQtdSage

　　　がtOQtasagε

kaidasagε

CldSitasagε

’j6N　dasagε

ku（Q）tdSagE：

maeedasigs

karidasags

，aQt6ru

’丘Qt6ru

　ノ　　　　　　タtOQteru

kiideru

d義Siteru

’j6Nderu

kilQt6ru

mai3ed6ru

karid6ru

’aQt6da

，丘Qt6da

t6qt6da

kaideda

ddsiteda

’j6Ndeda

k透Qt6da

ma4ededa

karideda

’6Qもa

，丘Qta

t6Q撚

ka’iQda

dasiQta

’j6Nda

k唾Qもa

ma4eQda

kariQdま

，直qtasagε

’ilQtasage

　ゑ
tOQtasagε

ka’iQdasagε

dasiQもasagε

讐6Ndasagε

k疫Qtasagε

ma“eQddsage

kariQddsags

建てる

閉じる

膿5

る
う
く
ぷ

送
弾
正
運

tadeda

toiida

’oguQtb

cukaQ捻
miljaida

hagoNda

tad6dasage

tofiidasags

’oguQtas6gs

cukaQtas6ge

miljaidasage

hagoNdasige

tadederu

toiideru

’oguQt6ru

cukaQt6ru

mioaid6ru

hagoNd6ru

tad6deda

to茗fde（玉a

’ogugted6

cul〈aQteda

migaided6

hagNded6

tad6Qda

to2iQda

’oguQt6

cukaqもa

miga’iQda

hagoE　di

tad6Qdasage

toiiQdasags

’oguQtdsags

cukagtdsage

mi4a’iQd6sage

hagoNddsags

る
う
く
ぷ
く
る

作
払
剛
選
馬
入

cukUQt註

haraqti

tad6ida

’er6Nda

，ar面da

h6Qta

culcuqtasage

haraQtdsage

tadaidasags

’er6Ndasagt

’ar“idasags

｝｝gQtasage

cuk“Qteru

har6Qteru

tadiideru

，er愈deru

’ar“ideru

h6Qtetu

euk“Qteda

haraQteda

tadaideda

’er6ndeda

’aruldeda

hgQteda

cuk極Qta

har義Qta

tada’igda

’eraNda

’aru’fQda

h葦Qta

cukGQtasage

haraQtasage

tada’iQda＄age

’erayi　dasage

’aru’iQdasge

heqtasags



別蓑4－2

皿　鶴岡方言のアクセント

動銅の活用形2－2

1！3

夕形 ～サケ テイル形 テイタ1形 テイタ2形 ～サケ

IVI

懲ねる kasanedbl kasaltedasS，　g£ kasit　nederu kasanededa kasaneQdES kasaneQddsage

数える

IVs

間まる

働く

転がす

脹らむ

ka20’6da

kadaniaqtb

l．監adaraid義

korooaLsith

｝vaguraNda

kado’6dasags

kadamaQtasage

｝kadara重das凌9ε

koroeasitas6ge

huguraNdaLsafgs

ka20’ederti

kadamaQt6rti

hadaraid6ru

korooasiteru

huguraNd6ru

kaio’6deda kaio’dqda

kadamaQteda　kadamaQta

hada：aided6

koroeasited6

httgnraTideda

hadara’iqda

koro4asiQta

huguraNda

kaio’eqdasage

kadamaqtdsage

hadara’iqddsage

koro弓as童Qもゑsagε

httgurar“ddsage

謝る

近付く

動かす

押し込む

’鱒a皿aQ憾

cigaiLl（i）da

’ui」ogdsita

’osik6：　da

，a，鰍≠高≠№ｵおagc

ciga彦丘（i）d薦往9ε

’U真〕09おitasagε

’osik6iNdasagt

’a’鰍≠高≠曹狽?ｒ?

cigaiU（i）deru

’Uljogdsiteru

’osik6Nderu

’a’鰍≠高≠pteda

eigaiU（i）deda

’ullogasiteda

’osik6r　deda

’a’鰍≠腰X銭

clga彦丘Cf）Q（la

，UりogasfQもa

’osik6i　da

’a’鰍≠高dqtasase

c量ga露疲ぐf）Qdasagε

レU夏〕ogasiQtasage

’osik6Ndasage
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別表5－1 動詞の活用形3－1

テイル否 テイル条 テアル形 テアッタ2形 テアッタ2形

　
る
る
る

上
着
際
す

kiten6

nede蛇
　　　　　　　　　　ノ

Slもenε

kiter6ba

nederdba

siter6ba 　　　　　ノsaraQteru saraQteda 　　　　　　ノsaraQta

る
る
る

出
出
来

ded6n歪

m三d6n6

kit6n6

ded6reba

mid6reba

k三t6reba

miragteru？ iniraqteda？ m三r6qta？

居る

くれる

茎ls

行く

売る

買う

叩く

押す

踏む

’idene？

keden6

’iQten歪

’uQten6

kaQむen6

’o玉den¢

，ositen首

huNden6

，ide罫6ba

keder6ba

’iQtereba

’uQter6ba

kaqter6ba

’oider6ba

’ositer6ba

huNder6ba

kawaQteru

’egaQtexu

’osaQt6ru

humaQt6ru

kawaQteda

　　　　　　　　－d6

　　　　　　　　．d義

　　　　　　　　一da

kawagtま

’ogaQt義

’osaQ瓢

humaQ語

う
つ
る
く
す
む
う
一

　
　
　
　
　
　
　
　

会
打
取
書
出
島
食
H
曲げる

惜りる

’aQten6

，直Qtea6

　ノ　　　　　　　　　　　　ノ

tOQ毛ene

k6iden6

dasiten6

’」6Nden6

k丘Qten6

maりeden6

karidene

’6Qtereba

’痩qもereba

t6Qtereba

ka’idereba

d誌iもereba

’j6Ndereba

k“Qtereba

maueder6ba

karider6ba

’udaQteru

toraQteru

kagaqteru

dasaQteru

’jomaQteru？

　　　　　　　　ノmaBeraQteru

kariragt6ru

一d6一

一r昏

　　　グ
ーga”

一sa．

一m言．？

maperaQted6

　　　　　　　　－d義

’縫d丘Qta

　　　ノ
もoraQta

kagぎQむa

das義qta

’jom6Qta？

　　　　　　　　ノmaperaQta
kariraQt6

建てる

閉じる

夏Ils

送る

使う

磨く

運ぶ

もad6den6

to茗lden6

’eguQten6

cuk6Qten6

mipaiden6

hagoNden6

tad6dereba

toiidereba

’ogugter6ba

cukaQtereba

mi＃aidereba

hagoNder6ba

tader6Qむeru

　ロ　ロ　　　　ダ

toziraQもeru

’oguraQt6ru

cukawaQt6ru
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノmmijagaQtertt

　　　　りhagobaQt6ru

tader6Qeeda

　　　　．r義，

’oguraQted6

　　　　　　　　da

　　　　　　　　－d6

　　　　　　　　－da

taderiQta

　　り　　　　　　ほ

もoz｝raQta

’oguraQも6

cukawaQt義
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ

mll｝ag＆Qta

　　　　へhagobaQta

る
う
く
ぷ
く
る

作
払
明
選
歩
入

　　　ノ　　　　　　　　　　　　ア

cugUQもe臓ε

hariQもen壱

tad6idenξ

’er6Nden6

’ar丘’iden壱

h6Qten6

cugdgtereba

har6Qtereba

tadaidereba

’er6Ndereba

’a・rti’idereba

h6Qtereba

　　　　　ノcuguraQteru

hara，waQteru

tadag6Qteru
　　　サ
，erab6Qteru

cuguriqteda

　　　／w義．

　　　　　　ノ
　　　　曽ga”

　　　　．bE一

cuguriQta

ha£a’w6qもa

tadagi（～ta

　　　り
’erabaqもa



テイル否

別蓑5－2

テイル条

　　　　　　　　　　　　皿　鶴濁方言のアクセント　！！5

動詞の活用形3－2

　　チアル形　　　　テアッタ1形　　テアッタ2形

IVi

重ねる kasanedeng kasaneder6ba kasaneraQt6ru kasane：aQteda kasaneraQt6

数える

IV」r

闘まる

働く

転がす

脹らむ

kaio’6den6

kadamaQten6

1iadaraiden6

koropasitenE

｝iuguraNden6

kaie’6dereba

kadamaQter6ba

hadaraider6ba

koroDasiter6ba

huguraNder6ba

kaio’eraQteru

koroljasaQteru

ka20’eriQteda

koroi）asaQteda

kaiio’et6Qta

koroi）asaQe6

謝る

近付く

動かす

押し込む

’a’鰍≠高≠ptene

ciga茗丘（三）den6

’unogasiten6

’osik6Nden6

’a’鰍≠高奄ptereba

cigai6（i）dereba

’ttoogasftereba

’osik6Ndereba

’a罎amar話Qもeru？

’ueogas6qtertt

’osikomaqteru

’a’鰍≠高≠窒≠pteda？

　　　　　一si一

　　　　一m義一

’a3amaraQta？

’upogasaQta

’osikomiQta
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劉表6　・一一般動詞と可能動窮

基本動調 派生形 一般動詞 可能動詞

Ils

売る

炊く

釣る

抜く

剥く

焼く

割る

IIIs

浮ぶ

屈む

沈む

進む

豊ぶ

まくる

めくる

，uru讐

tagu幽

curu璽

nugu’

mugu一

’jagu”

waruM

IIII

売れる

炊ける

釣れる

抜ける

剥げる

焼ける

割れる

IVI

’ugabu” @　浮かべる

kaljamu’　屈める

siZumu一　　沈める

susumu一 @進める
naraberu”　並べる

maguru一 @まくれる
meguruM @めくれる

（本が）

（飯が）

（魚が）

（気が）

（皮が）

（魚が）

鯉が）

（船を）

（腰を）

（体を）

儲を）

（本を）

（裾が）

（皮が）

，ureru曽

もageru“

cureru

Rugeru

mugeru
’jageru－

wareru

’ugaberur

kagameru－

slzumeru

SUSU獄e翌U

naraberuM

magureru

megureru

（本を）

（飯を）

（魚を）

（気を）

（皮を）

（魚を）

（皿を）

（上手に）

（上手に）

（上手に）

（やっと前に）

（上手に）

（裾を）

（皮を）

，　　　’

ureru

　　ノ乞ageru

cur6ru

　　　ク
nuge「u

　　　ノ
muge「u
’j　ag6ru

war6ru

，ugab6ru

k閃am6ru
ロに　　　　　　　　　ノ

Slzumeru

　　　　ノsusumeru

narab6｝u

　　　　　タmagureru
　　　　　らmegureru

Ils

折る

切る

裂く

立つ

解く

取る

脱ぐ

IIIs

砕く

こする

ちぎる

ねじる

ほどく

休む

破る

’6ru

kf澱

　ノsagu

tazu

t6gu

も6ru

　ノ
nu弓u

kud6gu

kos丘ru

ciがru

ne飯ru

hod6gu

’jas丘mu

’jab6ru
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